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～あなたはこの～あなたはこのまちまちに、こんな優しさがあることをご存知ですか？～に、こんな優しさがあることをご存知ですか？～

「ちょっといいが
　　　　そこにある」

羽曳野

学校から帰ってきた子どもたちを、

「おかえり」と迎える場所があります。

宿題をしたり、友達と遊んだり、

ときには悩みを打ち明けたり。

そんな放課後の時間を支えているのが

放課後児童支援員です。

今回は、20年にわたり子どもたちに

寄り添い続けてきた放課後児童支援員

の成田恵子さんと南田江里子さんにお

話を伺いました。

「おかえり」がつなぐ、優しさのバトン「おかえり」がつなぐ、優しさのバトン

成田さん：
「もともとは専業主婦でした。子どもに
バレーボールを教えるボランティアを
始めたのがきっかけです。子どもたち
と過ごす時間が楽しくて、気づけば
20年経っていました。」

南田さん：
「私は大学卒業後、幼稚園教諭を目
指していました。ご縁があって学童
の世界に入り、結婚や出産、自分自
身の子育ても経験しながら働いてき
ました。ここは私自身を育ててくれ
た場所でもあります。」

南田さん：
「学校で頑張って帰ってくる子ども
たちにとって、ここがホッとできる
居場所であってほしいと思っていま
す。表情を見て、『今日は疲れている
な』『何かあったのかな』と感じる時
は、まず軽くハグをして心をリセッ
トしてあげることもあります。」

成田さん：
「私は言葉の力を大切にしています。
『また明日ね』『待ってるよ』という
何気ないひと言でも、子どもたちは
うれしそうな顔をしてくれます。そ
の温かさは保護者の方にも伝わって
いくんです。」

子どもたちとの出会いが、
　　　　人生の仕事になった
Q. お二人が支援員になったきっかけ
を教えてください。

子どもたちが安心して帰ってこられる場所に

Q. 日々、どんな思いで子どもたちを迎えていますか。

放課後児童支援員

成田 恵子さん（右）

南田 江里子さん（左）

放課後の数時間。
　　その時間の積み重ねが、子どもたちの安心につながっています。

～留守家庭児童会編～　　（学童保育）
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成田さん：
「人との関わりが苦手で、なかなか
友達の輪に入れない子がいました。
焦らず寄り添い続けた結果、半年
後には友達と一緒に本を読んで笑
い合っていたんです。その姿を見た
ときは胸がいっぱいになりました。」

― 子どもの成長は一直線ではありませ
ん。だからこそ、小さな変化や一歩前
進が、何よりの喜びになるといいます。

南田さん：
「私たちが見ているのは子どもだけで
はありません。忙しい保護者の方に、
『今日はこんなことを頑張っていました
よ』とお伝えすることも大切な役目です。」

― 仕事や家事に追われる毎日。そんな
中で、わが子の成長を伝えてもらう一
言が、保護者の心を少し軽くすることも
あります。

「学校の先生でも親でもない。だからこ
そできる関わり方があると思っています。」

― その言葉には、20 年の経験がにじ
みでていました。

半年かけて生まれた、
小さな奇跡
Q．20 年間で印象に残っている出来
事はありますか。

成田さん：
「卒業した子が大人になって遊びに
来てくれることもあります。社会人に
なった報告をしてくれたり。そんな姿
を見ると、本当に続けてきて良かっ
たと思います。」

― 少し考えてから、成田さんはこん
な言葉を続けました。

「私が親からもらった愛情を子ども
たちに注ぐ。そして、その子たちが
大人になって、また誰かに優しさを
渡していく。そんな『優しさのバトン』
を感じられることが、この仕事の一
番の魅力かもしれません。」

優しさのバトンが続いていく
Q．お二人にとって、この仕事のやりがいとは何でしょうか。

優しさのバトンを受け継ぐ仕事
一緒に働いてみませんか？

南田さん：
「1 年生の頃は何もできなかった子
が、卒業する頃には立派に成長して
いる。その姿を間近で見られること
がこの仕事ならではの喜びです。」

― 放課後の子どもたちを見守る仕
事は、決して特別な資格や経験だけ
で成り立つものではありません。大
切なのは、子どもたちの成長を喜び、
一人ひとりに寄り添う気持ち。

「子どもたちの笑顔から、私たち自
身もたくさんの学びと成長をもらって
います。」
そう話すお二人の表情は、とても穏や
かで優しさに満ちていました。

【放課後児童支援員・補助員の募集】
●勤務内容：留守家庭児童会入会児童（小学１～６年生まで）への支援
●勤務日時：週５日（月２回程度の土曜日）
　（平日 12:45 ～ 17:45　学校休業日等 8:30 ～ 17:15）

【放課後児童支援員の補助員（スポット勤務）の募集】
●勤務内容：留守家庭児童会入会児童（小学１～６年生まで）への支援の補助
●勤務日時：シフト制
　（平日 12:45 ～ 17:45　学校休業日等 8:30 ～ 17:15）

【問合せ】次世代育成課
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サムテックホールM
要申込・座席自由

LICはびきの
サムテックホールM
要申込・座席自由
13:30 開演（開場 13:00）　
14:00 山本譲二 出演
14:45 抽選会　15:00 終演

13:30 開演（開場 13:00）　
14:00 山本譲二 出演
14:45 抽選会　15:00 終演

羽曳野市  令和８年度

　《対象》市内在住で昭和 51 年 10 月 1 日以前に結婚したご夫婦
　　　 　※初参加に限る
　　・後日、写真館での記念撮影サービスがあります。（申込時に選択）
　　・ご家族 2 名様まで同席できます。

　《対象》市内在住で昭和 41 年 10 月 1 日以前に生まれた方
　　・ご家族 2 名様まで同席できます。
　　・申込多数の場合は抽選（過去に参加した方も申し込みできます。）

■申込期間■  8月3日㈪～17日㈪
■申込方法■ フォームから申込み
　または申込書を提出（①郵送か②持参）
　①郵送（〒583-8585 羽曳野市役所 高齢福祉介護課 宛） 8月17日㈪必着
　②市役所 高齢福祉介護課（別館 1 階②窓口）へ持参（平日 9:00 ～ 17:00）
　　【申込書配付場所】（ウェブサイトからもダウンロードできます。）
　　　市役所、支所、LICはびきの、人権文化センター、
　　　丹治はやプラザ、MOMOプラザ、石川プラザ、陵南の森

＜問合せ＞羽曳野市 高齢福祉介護課　　　072-947-3825

●シャトルバスの運行あり ※要申込
  （発着場所：陵南の森、丹治はやプラザ、MOMOプラザ、石川プラザ）
●駐車場あり（2 時間無料） ※台数に限りあり

出
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白鳥児童館白鳥児童館
翠鳥園 2-9-101　☎・FAX  072-957-4900
㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
●小学生と保護者同伴の乳幼児対象　●駐車場なし

8 月の予定
※ 1 日㈯終日、4 日㈫午前は自由遊びはできません

  4 日㈫ 10:30 ～ 11:15 人形劇（出演：おはなしサークルゆめふうせん）
■■対対■■象象  きき乳幼児と保護者・小学生

  5 日㈬ 15:00 ～ 16:00 将棋であそぼう　■■対対■■象象  きき小学生

  6 日㈭ 10:00 ～ 11:30 みんなで遊ぼう「水遊び・水風船で遊ぼう」★
■■対対■■象象  きき1 ～ 6 年生　■■持持■■物物  きき着替え・タオル・水筒

  7 日㈮ 10:30 ～ 11:30 わくわく子育て広場「水遊びをしよう」★
■■対対■■象象  きき乳幼児　■■持持■■物物  きき着替え・タオル・水筒

19 日㈬ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

22 日㈯
　① 10:00 ～ 11:30
　② 14:00 ～ 15:30

ハンドメイド教室「ピーピーモザイク時計」
■■対対■■象象  きき1 ～ 6 年生　■■￥￥  きき200 円（当日持参）
■■定定■■員員  きき①②各 10 人（先着順）
■■申申■■込込  きき電話にて8日㈯9:00～ （市民に限る）

★雨天・熱中症警戒アラート発令時は中止

白鳥児童館
ウェブサイト▶ 青少年児童センター青少年児童センター

向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　FAX  072-937-8580
●一般開放（体育館・運動広場・学習室）
　㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00（事業のある日と㈯㈰㈷除く）
※夏休み期間中（8 月 26 日㈬まで）は一般開放 9:00 ～ 17:00
※事業の都合により一般開放できない施設があります。
　詳細はセンターだよりやウェブサイト参照

8 月の予定（教室の申込は電話・窓口で受付）

子ども広場「将棋教室」 ～初めての人・やってみたい人は気軽に参加ください～
■■とと■■きき 1 日㈯・22 日㈯・29 日㈯ 15:00 ～ 16:30対対
■■対対■■象象  きき小学生（市内在住）　※開催日変更の場合あり

子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しくスキンシップ～
■■とと■■きき 22 日㈯ 10:30 ～ 11:30
■■場場■■所所  きき体育館　■■対対■■象象  きき就学前の子どもと保護者（市内在住）
■■内内■■容容  ききマット・ボール運動・トランポリンなど　
■■持持■■物物  きき体育館シューズ（参加者全員）　
■■￥￥  きき一家族 100 円　■■申申■■込込  きき当日は直接お越し下さい

青少年児童センター
　　ウェブサイト▶

令和9年度 羽曳野市立教育施設等園児募集 【問合せ】こども保育課

詳しくは
市ウェブサイトから▶教育施設（幼稚園・認定こども園（１号認定））　※保育年齢 3 ～ 5 歳

　教育・保育給付の１号認定を受けて「生きる力」の基礎を育むことを目的として幼児教育を提供する施設
【申込書・案内書の配布】 （※受付場所は各施設にて）
　・配布開始日　8月17日㈪　　・配布場所　市立教育施設（下表）、市役所こども保育課および支所
＜令和 9 年度　羽曳野市立教育施設募集一覧＞ ※申込書配付時間 ㈪～㈮ 9:00 ～16:30

認定こども園 申込期間
こども未来館たかわし 恵我之荘2-10-13 ☎ 072-955-0730

預かり保育実施園
9月9日㈬・11日㈮・14日㈪14:30～16:30

向野こども園 向野523 ☎ 072-931-1801
9月9日㈬・11日㈮14:30～16:30古市こども園 南古市2-11-8 ☎ 072-958-0206

幼稚園 申込期間
埴生幼稚園 伊賀5-8-1 ☎ 072-955-1062

預かり保育実施園
9月2日㈬・3日㈭・4日㈮14:30～16:30

高鷲南幼稚園 高鷲2-19-10 ☎ 072-955-1624
羽曳が丘幼稚園 羽曳が丘6-8-1 ☎ 072-958-7201
埴生南幼稚園 桃山台2-3-28 ☎ 072-957-0212
「令和9年度保育施設（保育の必要な事由に該当する保護者）の入園について」は、9月1日より案内書を配布します。
※原則「オンライン申請」となります。

市民アンケート結果のお知らせ ～学校規模適正化・適正配置～

【問合せ】学校教育課

学校の未来予想図をともに考えませんか？

児童生徒数の減少にともなう学校の小規模化について考えるため、
今年 1月に市民アンケートを実施し、小学 5 年生以上の
児童生徒 3,421人、市民1,002 人から回答がありました。
アンケート結果はウェブサイトで見ることができます。
　　　　　　　　　　　　学校教育課ウェブサイトはこちら▶

  羽曳野市　学校規模適正化  検 索



6 −はびきの　令和8年（2026年）8月−

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

子育て支援子育て支援すくすくすくすく

« 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター
就学前の子どもが対象の「みんなの広場」や「年齢別広場」、
一日開放「フリーデー」など。
詳しくは、ウェブサイト（センターニュース「てとてと」）参照

子育て支援センターふるいち　　古市 4-2-9（古市複合館）　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

子育て講座 「ハッピー・ベビーダンス」　■■とと■■きき 8 月 18 日㈫ 10:00 ～ 11:30　
■■対対■■象象 4 カ月頃～ 2 歳前後（首すわりしてから抱っこ紐に入れる子ども）と保護者　　■■申申■■込込 ８月 3 日㈪～（電話か窓口）

リフレッシュ講座 「呼吸筋ストレッチ」■■とと■■きき 9 月 10 日㈭ 10:00 ～ 11:30　
■■対対■■象象 就学前の子どもをもつ保護者、ファミサポ会員、一般　　■■定定■■員員  きき15 人程度　　■■申申■■込込 8 月 24 日㈪～（電話か窓口）

土曜開催 「なつまつり」 ■■とと■■きき 8 月 8 日㈯ 9:45 ～ 11:30　■■対対■■象象 就学前の子どもと保護者

こもも教室 ■■とと■■きき 9 月 3 日㈭・７日㈪ 10:00 ～ 11:30（2 回連続講座）　　とととと
■■対対■■象象 主に 4 ～ 6 カ月の赤ちゃんと保護者　　■■申申■■込込 8 月 17 日㈪～（電話か窓口）

子育て支援センターむかいの　　向野 523（向野こども園旧園舎 1 階）☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

リフレッシュ講座 「バランスボールでエネルギーチャージ」　■■とと■■きき 9 月 10 日㈭ 10:00 ～ 11:30　　■■講講■■師師  象象森山 美紀 氏
■■対対■■象象 就学前の子どもと保護者、ファミサポ会員、一般　  定定■■申申■■込込 8月24日㈪～28日㈮（電話か窓口）　 ■■定定■■員員 13人（保育は生後５カ月～）

子育て講座 「歯っぴーきっず」　■■とと■■きき 9 月 29 日㈫ 10:00 ～ 11:30　■■講講■■師師  象象尾川 雅代 氏（歯科衛生士）　　とととと
■■対対■■象象 就学前の子どもをもつ保護者　■■申申■■込込 9 月７日㈪～ 11 日㈮（電話か窓口）　■■定定■■員員  きき15 組程度（保育は生後５カ月～）

こもも教室 ■■とと■■きき 9 月 15 日㈫・17 日㈭ 10:00 ～ 11:30（2 回連続講座）　
■■対対■■象象 主に 4 ～ 6 カ月の赤ちゃんと保護者（市民に限る）　　■■申申■■込込 8 月 17 日㈪～（電話か窓口）

NPO法人 南河内こどもステーション ～子どもから大人まで～ 
市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
みんなの食堂　㈮ 17:30～19:30・㈯ 11:00～13:00　　みんなの居場所　㈪～㈯ 10:00～17:00
チャレンジキャンプ　８月 7 日㈮～ 9 日㈰※ 2 泊３日　行き先：西之谷ふれあいの森キャンプ場　※要参加費
やってみようくらぶ※要参加費　㈯ 思考力・パソコン / 第1・3・5 ㈯ PM 図工 /
第2・4 ㈯ PM 英語 / ㈮習字 / 第 4 ㈪こどもの手編み / 第 4 ㈯ AM 科学　
一時保育（要登録）　㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥  所所乳幼児 1 時間 500 円～

子育て電話相談 ㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00（羽曳野こども家庭サポーターの会）

手をつなぐ子育て くるみ共同保育園
（社会福祉法人 あすなろ）
壺井 508-1 ☎ 072-957-3282 🅟あり
◦前日までに電話予約
手遊びとお話会
27 日㈭ 10:00 ～ 11:00　
■■対対■■象象 2 歳以上　■■持持■■物物 着替え・水筒

園庭開放 ㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
子育て相談随時実施

NPO法人 サポートネットワークぬくもり
あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）🅟あり
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716
木のおもちゃを作ろう！ 
6 日㈭ 10:30 ～ 12:00　
■■定定■■員員  きき10 人（小学 2 年生まで保護者同伴）
■■申申■■込込 7 月 23 日㈭～電話（9:00 ～ 17:00）
えほん・あらかると＆水遊び
18 日㈫ 10:30 ～ 11:30　
■■持持■■物物 着替え・タオル・お茶
ホップ・ステップ・リトミック 
25 日㈫ 10:30 ～ 11:30

就労相談（子育て中の再就職）第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
子育て何でも相談 平日 10:00 ～ 16:00（電話可）
広場開放 ㈫㈬㈮ 10:00 ～ 16:00　

NPO 法人 つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22　☎・FAX 072-939-1625

【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
ヨーヨーつり遊び 7 日㈮
おばあちゃんと遊ぼう＆相談会 21 日㈮
水遊び 28 日㈮
※実施時間すべて 10:00 ～ 12:00
※お盆休み 13 日㈭～ 16 日㈰

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ
学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
◦前日までに電話予約

0 歳サロン 5 日㈬
10:30～11:30、13:30～14:30

1 歳親子教室 19 日㈬ 10:30 ～ 11:30
2・3歳親子教室 26 日㈬ 10:30 ～ 11:30

予約不要

赤ちゃん広場 3 日㈪・24 日㈪
10:30～11:30、13:30～14:30

よちよち広場 17 日㈪、３１日㈪ 10:30
～11:30あそぼう広場 ㈫㈮［14日㈮除く］

㈪～㈮ 10:00～16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受付

つどいの広場事業（8月）

子育て広場に遊びに来ませんか？
保育士・臨床心理士・社会福祉士に子育
て相談が可能　
■■とと■■きき 9月15 日㈫ 10:00～11:30　
　　※８月は休み
■■場場■■所所  所所羽曳野荘 多目的ホール
■■問問 児童養護施設　羽曳野荘
　 中條・西岡 
　 ☎ 072-956-2102

羽曳野荘▶
ウェブサイト
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病後児保育（0 歳～学童）　※【休園日】13 日㈭～ 16 日㈰とと

利用時間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）
※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■■込込  込込㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ●給食費５００円（おやつ代含む）※令和８年４月１日より
　 ●非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額
■■問問 �NPO 法人サポートネットワーク 　ぬくもりあいあい保育園

（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

公立教育・保育施設の子育て支援（8 月）
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん

羽曳が丘幼稚園［958-7201］ 未就園児教室 26 日㈬ 9:30 ～ 10:30
埴 生 南 幼 稚 園［957-0212］ ー
埴 生 幼 稚 園［955-1062］ ー
高 鷲 南 幼 稚 園［955-1624］ ー
こども未来館たかわし［955-0730］

 園庭開放　㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
向 野 こど も 園［953-2071］
古 市 こど も 園［958-0206］
軽 里 保 育 園［958-3338］
はびきの保育園［958-3328］
■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・上靴（幼稚園のみ）　■■対対■■象象  物物未就園児と保護者

予定（中止の場合あり）や育児相談など、詳細は事前に各園へ問い合わせください。

民間教育・保育施設の子育て支援（8 月）
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高 鷲 保 育 園［953-3883］㈪～㈮10:00 ～12:00 雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］第 2・4 ㈯10:00 ～11:00 雨天中止
明 の 守 こ ど も 園［954-9630］第 3 ㈫10:00 ～11:00 （要予約）
認定こども園 誉田保育園［958-2525］1日㈯10:00 ～11:00 雨天中止
郡 戸 こ ど も 園［938-5280］ー
高 屋 保 育 学 園［957-1234］㈫㈭14:30 ～15:45 雨天中止

四天王寺悲田院こども園［957-7517］
㈫㈮10:00 ～11:00
※１４日を除く　雨天中止

あ お ぞ ら こ ど も 園［950-1105］第 4 ㈬10:00 ～11:00
ベ ビ ー ハ ウ ス 社 協［930-0240］ー
認定こども園 白鳩羽曳野幼稚園 [957-0555] ー

マタニティ交流会 ※予約制 (WEB 申込可）
手作りグッズ作成「写真立てづくり」
■■とと■■きき  象象9 月 17 日㈭ 14:00 ～ 16:00
■■対対■■象象 妊娠 36 週未満の妊婦さん（妊娠 36 週以降の人は相談）
　　 ※保育なし

マタニティスクール ※予約制 (WEB 申込可）
■■とと■■きき 8 月コース：① 8月3日㈪  ② 22 日㈯  ③ 31 日㈪
■■対対■■象象 � �象象象象初産婦さん・①②③とも参加可能な人優先

はじめての育児交流会 ※予約制（WEB 申込可）
■■とと■■きき  象象8 月 31 日㈪・9 月 17 日㈭ 14:00 ～ 16:00 
■■対対■■象象  象象生後２カ月頃～ 5 カ月未満の赤ちゃんと家族

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
対象児に個別通知します。
健診日 2 週間前までに通知が届いていない人はご連絡ください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
健康診査

8 月 7 日㈮ 令和 8 年 4 月 1 日～ 15 日
8 月 21 日㈮ 令和 8 年 4 月 16 日～ 30 日
9 月 11 日㈮・25 日㈮ 令和 8 年 5 月生まれ

1 歳 6 カ月児
健康診査

8 月 24 日㈪・25 日㈫ 令和 7 年 1 月生まれ
9 月 28 日㈪・29 日㈫ 令和 7 年 2 月生まれ

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

8 月18 日㈫・19 日㈬ 令和 6 年 2 月生まれ
9 月15 日㈫・16 日㈬ 令和 6 年 3 月生まれ

3 歳 6 カ月児
健康診査

8 月 4 日㈫・5 日㈬ 令和 5 年 2 月生まれ
9 月 1 日㈫・2 日㈬ 令和 5 年 3 月生まれ

健診や教室などの
　　日程はこちら▶

～お母さんと乳幼児～

こども家庭支援課 母子保健担当     ☎ 072-956-1000

5 歳児健康診査
８月から 5 歳児健康診査を実施します。詳しくはホームページをご確認ください。
■■対対■■象象  所所令和 3 年４月２日～令和４年４月１日生まれの子ども

児童虐待の疑いなど “おかしい”と思ったら
㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子どもの居場所づくり
　　　　　　　団体一覧

21 時まで子育て相談を受ける窓口
■■とと■■きき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00
　　 ※㈷除く申申
■■申申■■込込 �市ウェブサイト上の
　　 申込フォームから予約

子育て世帯訪問支援事業
家事・育児に不安や負担を抱える子育て家庭、
妊産婦などに対して訪問支援員が
居宅を訪問し、家事・育児を
支援するサービスです。

◀
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

こども家庭支援課 家庭児童相談担当  ☎ 072-956-1000
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　夏
なつやす

休みを迎
むか

え、ご自
じ

宅
たく

で過
す

ごす機
き

会
かい

も多
おお

いとおもいますが、私
わたし

たちは
日
ひ

ごろ、「学
がっこう

校に行
い

くこと」や「働
はたら

く
こと」は当

あ

たり前
まえ

のように考
かんが

えがち
です。しかし、その一

い っ ぽ

歩を踏
ふ

み出
だ

す
こと自

じ

体
たい

に、大
おお

きな不
ふ

安
あん

や苦
くる

しさを
感
かん

じている方
かた

もいます。
　「就

しゅうしょく

職できない」「仕
し

事
ごと

が続
つづ

かない」。
そうした悩

なや

みは家
か

庭
てい

の中
なか

に留
とど

まりやす
く、周

しゅう

囲
い

からは見
み

えにくいものです。
その背

はいけい

景には、本
ほんにん

人の特
とくせい

性や過
か こ

去の
経
けいけん

験、人
ひと

との関
かか

わりへの不
ふ

安
あん

、就
しゅうしょく

職
氷
ひょう

河
が

期
き

等
とう

の社
しゃかい

会 情
じょう

勢
せい

の影
えい

響
きょう

など、
一
ひ と り

人ひとり異
こと

なる事
じ

情
じょう

があります。
　羽

は

曳
びき

野
の

市
し

では、令
れい

和
わ

7 年
ねん

度
ど

より就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

「プラットホームサポート
事
じ

業
ぎょう

」、通
つう

称
しょう

「プラサポ」を実
じ っ し

施して

います。
　プラサポでは、支

し

援
えん

者
しゃ

が独
どくだん

断で「こ
うしましょう」と答

こた

えを提
てい

示
じ

すること
はありません。まずはご本

ほんにん

人の話
はなし

を
聞
き

き、ご家
か

族
ぞく

にもお話
はなし

を伺
うかが

います。同
おな

じテーブルで、本
ほんにん

人・家
か

族
ぞく

・支
し

援
えん

者
しゃ

が
一
いっしょ

緒に話
はな

す場
ば

をつくることもあります。
「働

はたら

きたい気
き も

持ち」と「働
はたら

くことへの怖
こわ

さ」が同
どうきょ

居していても、それで構
かま

いま
せん。相

あいはん

反する気
き も

持ちをそのまま表
ひょう

現
げん

できる場
ば

で話
はなし

を重
かさ

ねるうちに、「ま
ずはここから試

ため

してみたい」というご
本
ほんにん

人の言
こと

葉
ば

が生
う

まれてきます。その言
こと

葉
ば

を起
き

点
てん

に、次
つぎ

の一
い っ ぽ

歩を一
いっしょ

緒に決
き

め
ていきます。
　プラサポでの活

かつどう

動を通
つう

じて「少
すこ

し外
そと

に出
で

られた」「人
ひと

と話
はな

せた」「相
そうだん

談につ
ながった」といった小

ちい

さな変
へん

化
か

を積
つ

み
重
かさ

ねていき、その先
さき

にある経
けいざいてき

済的自
じ

立
りつ

を目
め ざ

指していきます。
　令

れい

和
わ

6 年
ねん

度
ど

に実
じ っ し

施した「羽
は

曳
びき

野
の し

市
こども・若

わかもの

者の意
い

識
しき

と生
せいかつ

活に関
かん

する
調
ちょう

査
さ

」では、市
し

に必
ひつよう

要な取
とりくみ

組として
30.9％の方

かた

が「就
しゅうしょく

職に向
む

けた相
そうだん

談や
サポート体

たいせい

制の充
じゅう

実
じつ

」と回
かいとう

答されま
した。見

み

えにくい悩
なや

みでも、支
し

援
えん

の
必
ひつようせい

要性は地
ち

域
いき

の中
なか

で確
たし

かに感
かん

じられ
ています。
　プラサポは、本

ほ ん に ん

人の意
い し

思決
け っ て い

定
を尊

そん

重
ちょう

し、信
し ん ら い か ん け い

頼関係を土
ど

台
だい

にした
伴
ば ん そ う が た

走型の支
し

援
えん

を大
た い せ つ

切にしています。
セミナーや個

こ

別
べ つ そ う だ ん

相談、居
き ょ た く ほ う も ん

宅訪問な
ど、ご本

ほんにん

人のペースに合
あ

わせて関
かか

わ
りを重

かさ

ねていきます。ご関
かんしん

心のある
方
かた

は、経
けいざいろうどう

済労働課
か

までお問
と

い合
あ

わせ
ください。

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

図
書
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

図書館だより 市内図書館の開館時間 10:00 ～ 18:00　※古市 [～17:30]、中央 [ 平日のみ ～ 20:00]
全館休館：毎月最終㈬ ※㈷の場合は翌日、12 月を除く
ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 072-937-7210  開館㈫㈭㈯ 13:30～16:30

市内図書館 おはなし会 特集テーマ

中　  央　☎ 072-950-5501　㈪休館
 9 日㈰　23 日㈰ 1:00 ～ 一般・ひんやりする本／ 児童・なつのたのしみ

特集 1・きたむらさとしの本（8 月 9 日まで）
特集 2・夏の本と課題図書

 15 日㈯ 11:00 ～
 15 日㈯ 15:00 ～

陵南の森　☎ 072-952-2750　㈮休館

  9 日㈰　22 日㈯ 11:00 ～
一般・サマーブックフェス！！～夏に読みたい本～
児童・かこさとし　生誕 100 年

 15 日㈯ 15:00 ～
 16 日㈰　小さい子向け 11:00 ～
 16 日㈰　少し長いお話を聞ける子向け 11:30 ～

東  　部　☎ 072-950-2002　㈮休館  12 日㈬ 10:30 ～ 宇宙への道
古  　市　☎ 072-958-0050　㈪㈫休館  定例のおはなし会はありません 一般・冒険に出る。／児童・ぼうけんしよう！
羽曳が丘  ☎ 072-958-8653　㈮休館  8 日㈯　22 日㈯ 11:00 ～ 暑い夏をのりきろう
丹  　比　☎ 072-937-2355　㈮休館  定例のおはなし会はありません 夏休みに役立つ本

こわいおはなし会（陵南の森）
事前申込不要・どなたでも参加可とと

■■とと■■きき   きき8 月 2 日㈰ 11:00 ～　
■■場場■■所所   ききおはなしのへや（陵南の森図書館）

図書館見学＆貸出体験（陵南の森）とと

■■とと■■きき   きき8 月 26 日㈬ 10:00 ～ 11:00
■■場場■■所所   きき陵南の森図書館（開架・書庫）
■■定定■■員員   きき先着 20 人（図書館利用カードを持っている人）申申
■■申申■■込込   きき8 月 12 日㈬10:00～陵南の森図書館へ来館

朗読ボランティア入門講座（全 6 回）※９月 24 日㈭を除く
■■とと■■きき   きき9 月 10 日～ 12 月 10 日の第 2・4 ㈭ 10:00 ～ 12:00
■■講講■■師師  象象朗読ボランティアグループ「はびきの」
■■定定■■員員   きき先着 15 人　■■場場■■所所   きき陵南の森公民館　視聴覚室
■■申申■■込込  8月5日㈬10:00～陵南の森図書館へ来館か電話

～図書館で映画を楽しもう～ わくわくドキドキ★ムービーシアター
① 8 月 6 日㈭ 『ドクター・ドリトル』

申込
受付中

② 8 月 9 日㈰ 『ターボ　特別編』
③ 8 月 20 日㈭『ゴーストバスターズ / フローズン・サマー』
④ 8 月 23 日㈰『小さい魔女とワルプルギスの夜』
⑤ 9 月 6 日㈰ 『プリズン・エスケープ　脱出への 10 の鍵』8月13 日㈭～申込
⑥ 9 月 20 日㈰『イエスタデイ』 8月27 日㈭～申込
※各回上映14:00～（開場13:30～）
■■場場■■所所   ききLICはびきの映像セミナー室　■■対対■■象象   きき図書館利用カードを持つ人（先着45人）
■■申申■■込込   きき各上映の前日までに中央図書館窓口・電話・ウェブサイトにて申込

図書館休館のお知らせ（館内整理日）
8 月 26 日㈬ 市内図書館は全て休館
資料の返却はブックポストへ
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

  【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
  [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めの開所日は19:00 まで
  [ 第２㈯ ] 9:30 ～ 16:00
  ※電話は自動音声案内です。5 で所員が対応します。
  ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいてから
　  おかけ直しください。 　 

国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書
（現金）及びクレジットカードで納めるより割引額が多くお得
です。

【 前 納 】
① 2 年前納　　② 2 年前納（4 月開始） 　③ 1 年前納
④ 6 か月前納

※前納は年度の途中からまとめて口座振替できるようになりま
した。割引額は振替開始月によって異なります。

【 早 割 】
国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月分を当月末
に口座振替する方法で月 60 円（年間 720 円）お得です。

　提出先：年金事務所または金融機関

　※詳しくは、年金機構にお問い合わせください。

収入の減少や失業等により国民年金保険料を納付することが
経済的に困難な場合は、保険料免除・納付猶予制度があります。
免除や納付猶予が承認された期間は、年金の受給資格期間に
カウントされますので、未納のままにせず手続きを行ってくだ
さい！

【 手続きに必要なもの 】
◦基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの
◦失業等による特例免除で申請する場合、雇用保険被保険者

離職票や退職辞令（公務員の方）など

※過去に同一の失業などの理由により免除等を申請し、
失業した事実が確認できる書類を添付したことがある
場合は、再度添付する必要はありません。

※学生の方は「学生納付特例制度」をご利用ください。

24 時間いつでもどこでも、パソコンやスマートフォンから年金
情報を確認することができます。是非ご活用ください。

※詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧ください。

口座振替での前納・早割が便利でお得です！

年金記録をいつでも閲覧できる「ねんきんネット」が便利です！

国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度について

日本年金機構
ウェブサイト

妊婦歯科健診について妊婦歯科健診について

妊娠中は女性ホルモンの増加や、つわりなど生活 
環境の変化の影響で、歯肉炎（妊娠性歯肉炎）や虫歯
にかかりやすくなるといわれています。

妊娠性歯肉炎とは、女性ホルモン（エストロゲン・ 
プロゲステロン）が特定の歯周病細菌の栄養源となり 
細菌増殖を促すことや、歯肉の血管に作用して炎症を 
起こすことで、歯肉が腫れて出血しやすい状態になる 
ことをいいます。妊娠性歯肉炎は、ブラッシング等で 
お口の中を清潔に保つことにより軽度に抑えることが 
できます。ケア不足になり、出産後に本当の歯周病に 
移行してしまわないようにすることが大事です。

また、妊娠中に歯周病にかかっていると、歯周病菌に
よる炎症性物質の影響で、低体重児および早産のリスク
がかなり高くなるとのデータがあります。

羽曳野市内の指定歯科医院にて妊娠中に 1 回限り、 
無料で妊婦歯科健診を受けられます。妊娠安定期に
入ったら歯科健診を受診しましょう。なるべく妊娠中期 

（妊娠週数 16 ～ 27 週）に受診しましょう。受診券は
母子健康手帳別冊に綴じ込まれています。

生まれてくる元気な赤ちゃんのために、お口の中の 
環境を整えましょう。

上野山歯科医院  上野山雄央 （はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-954-5162

（5） 陰虚タイプ

血液や体液を構成する成分が不足して、体全体が

熱性と乾燥の傾向にあります。のぼせ、顔面紅潮、

ほてり、熱感、不眠、耳鳴り、口渇寝汗などが起こり

やすい。

・肌や髪が乾燥している

・声がかれて、からせきが出る

・目が乾き、おちくぼんでいる

・のどが渇き、冷たい飲料水を好む

・便がかたく、便秘がちである

疲労の解消、休息、熱を冷ます作用のある食べ物

をとりましょう。
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胃がん検診 ＜胃内視鏡（胃カメラ）検査＞（個別検診）
【対象】1975 年以前の西暦奇数年生まれの人
【費用】2,000 円（生活保護受給者は無料。検査当日受給証明書必要）
【申込】受診券を健康増進課窓口
　　　  もしくは申込フォームから申請

【予約】受診券が届いたら、希望する
　　　  実施医療機関へ予約してください。

健康増進課の検診（健診）や教室の申込など ☎ 072-947-3660（直通） 市役所1階⑥番窓口
● 検診（健診）は年度内に各1回。定員になりしだい締切。FAX での申し込み不可。
● 詳しくは「令和 8 年度羽曳野市健康だより（保存版）」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康
▲健康だより

学ぶで～健康教室（予約制・受付中）
■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥   ￥￥無料　■■対対■■象象  所羽曳野市民　※詳しくは市ウェブサイト、チラシ参照。

【医師講座】腎臓の病気
■■とと■■きき  象象9 月 3 日㈭ 14:00 ～ 15:30(13:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象中谷　嘉寿 医師（羽曳野市医師会 城山病院）
■■持持■■物物 筆記用具

【運動講座】腸活
■■とと■■きき  象象9 月 29 日㈫ 10:00 ～ 12:00（9:30 ～受付）
■■講講■■師師  象象健康運動指導士　（医療法人はぁとふるEudynamicsヴィゴラス）
■■持持■■物物 筆記用具、タオル、水分（水筒またはペットボトル）

災害時の健康：災害時の備えについて
■■とと■■きき  象象9 月 11 日㈮ 10:00 ～ 12：00(9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象市危機管理課職員、歯科衛生士
■■持持■■物物 筆記用具

【運動講座】転倒予防
■■とと■■きき  象象10 月 7 日㈬ 10:00 ～ 12:00（9:30 ～受付）
■■講講■■師師  象象健康運動指導士　（医療法人はぁとふるEudynamicsヴィゴラス）
■■持持■■物物 筆記用具、タオル、水分（水筒またはペットボトル）

災害時の健康：災害時の食事について
■■とと■■きき  象象9 月 17 日㈭ 10:00 ～ 11:30（9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象管理栄養士　※試食あり
■■持持■■物物 筆記用具、手拭きタオル

【薬剤師講座】腎臓病とのつきあい方
■■とと■■きき  象象10 月 22 日㈭ 14:00 ～ 15:30(13:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象城峯 結香 薬剤師（羽曳野市薬剤師会） 
■■持持■■物物 筆記用具

　　がん検診
がん集団検診（予約制）
● 令和 8 年９～１２月分の申し込みを以下のとおり開始します。

【ウェブ申込】8 月３日㈪ 9:00 ～ 11 月４日㈬まで（期間限定）
【電話・来所（市役所 1 階⑥番窓口）】８月６日㈭ 9:00 ～
その他の日程、検診についての詳細は「令和 8 年度羽曳野市健康だより」または市ウェブサイトを参照ください。

▶
が
ん
検
診

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

胃がん検診 ＜胃部レントゲン（バリウム）検査＞（集団検診）
【対象】1975年以前の西暦奇数年生まれの人
【費用】1,000円（生活保護受給者は無料。検査当日受給証明書必要）

肺がん検診（結核健診含む）、大腸がん検診（集団検診）
【対象】1987年３月３１日以前生まれの人
【費用】無料
※ 65歳以上の人は、年１回の結核健診が法律で義務付けられています。
　ただし、他に受診機会のある人は不要です。
保健センター（胃・肺・大腸がん検診）
9月30 日㈬、10 月 8 日㈭・30 日㈮、11月14 日㈯・26 日㈭、12月４日㈮
保健センター（肺・大腸がん検診）※胃がん検診なし
9 月 9 日㈬、10 月 2 日㈮、11 月 19 日㈭、12 月 10 日㈭
MOMO プラザ 10 月 1 日㈭
タケダハムはびきのコロセアム 11 月 17 日㈫
陵南の森 12 月 17 日㈭

乳がん検診、子宮がん検診（集団検診）乳がん検診、子宮がん検診（集団検診）
● 受診券（ピンク色もしくは黄色のはがき）が必要
　（令和 8 年 3 月下旬発送済）

乳がん
　【対象】1985 年以前の西暦奇数年生まれの女性
　【費用】1,000 円（生活保護受給者は無料。
　　　　　　　　　　　検査当日受給証明書必要）
子宮がん
　【対象】2005 年以前の西暦奇数年生まれの女性
　【費用】無料
※受診券が手元にない人、80 歳以上で検診を希望する
　人は健康増進課まで問い合わせください。
タケダハム
はびきのコロセアム 9 月 14 日㈪

保健センター
10 月 28 日㈬
※午後から未就学児保育有。
　希望者は健康増進課まで電話申込

石川プラザ 11 月 20 日㈮
陵南の森 12 月 3 日㈭

▶
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

　
検
診
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
乳
・
子
宮
が
ん

　
検
診
申
込
フ
ォ
ー
ム

胃内視鏡検査受診
＜申込フォーム＞

定期健康相談・栄養相談
8 月 20 日㈭午前中　※要予約
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広 

告

キャロット教室（食生活改善推進員養成講座）～食育をすすめるボランティアを養成します～
ボランティア活動、食生活を中心とした健康づくりや食育、フレイル等について　
※調理実習あり（調理実習のみの参加不可）
■■とと■■きき   象象10 月 27 日㈫、11 月 6 日㈮・13 日㈮・20 日㈮・27 日㈮
 　　各日 10:00 ～ 12:00（11 月 20 日のみ 13:00 まで）
■■場場■■所所  所保健センター対対

■■対対■■象象   きき食育に関心があり、ボランティア活動に興味がある市民
　　 ※５回全て参加可能な人優先　
■■定定■■員員   きき先着 15 人　　　　　　■■申申■■込込   きき申込フォームから

藤井寺保健所
ウェブサイト救急インフォメーション市立休日急病診療所　誉田 4-2-3

☎ 072-956-1000（市立保健センター２階）
平日の連絡先  ☎ 072-947-3660（健康増進課）
●休日急病診療所（内科・小児科）
●小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
※来院時は必ず事前にお電話ください。

藤井寺保健所　藤井寺市藤井寺 1-8-36
☎ 072-955-4181
● HIV・梅毒即日検査、こころの健康相談、
　医療機関に関する相談など

生活衛生室　☎ 072-952-6165
●水質検査、腸内細菌検査、ぎょう虫卵検査など

　　こどもの予防接種

MR 特例の延長
　下記に該当する人は、接種期間中のワクチン供給不足
に伴い、接種期間が延長されています。接種忘れがない
か母子健康手帳の予防接種欄をご確認ください。
　各予防接種の予診票について、お手元にない人は、母
子健康手帳を持って健康増進課までお越しください。

【対象者】
《MR1 期》令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ
《MR2 期》平成30年４月２日～平成31年４月１日生まれ

【接種延長期限】
令和９年３月３１日まで

夏休みを利用して、予防接種を受けましょう！

【予防接種の種類・対象者】
予防接種の種類 対象者

麻しん・風しん混合１期（MR) 1 歳以上２歳未満

麻しん・風しん混合 2 期（MR) 令和２年４月２日
～令和３年４月１日生まれ

日本脳炎１期 3 歳以上７歳 6 カ月未満
日本脳炎２期 ９歳以上１３歳未満
二種混合（DT) 11 歳以上１３歳未満
子宮頸がん予防ワクチン

（HPV）
小学 6 年生
～高校１年生相当の女子

※日本脳炎予防接種の勧奨差し控えにより、平成１８年４月２日
から平成１９年４月１日生まれ（20 歳未満）で未接種分がある人
は特例措置の対象となります。
　上記の生年月日の人で、母子健康手帳の予防接種欄を確認し、
１期（３回）と２期（１回）の計 4 回の接種が全て完了していな
い人は健康増進課まで問い合わせください。

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM総合企画　☎072-275-5449

キャロット教室
＜申込フォーム＞

家族で食事を楽しみましょう

食育だより
（偶数月発行）

毎月19 日は「食育の日」
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　 月 火 水 木 金

午
　
前

9:15

10:35
11:00

12:20

9:15 ～ 10:35
★★★★★

①ラララサーキット
※下記（左）参照

9:15 ～ 10:35
★★☆☆☆

⑪膝痛・腰痛改善クラス
膝や腰の悩みにアプローチします

9:15 ～ 10:35
★★★☆☆

⑨ラララサーキット・ライト
※下記（中央）参照

9:15 ～ 10:35
★★☆☆☆

⑫転倒予防クラス
転ばない体を目指します

9:15 ～ 10:35
★★★★★

⑦ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★☆☆

⑧ラララサーキット・ライト
※下記（中央）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

②ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

③ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

⑤ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★☆☆☆☆

⑩筋トレ＆ストレッチ
日常生活の動作に必要な筋力づくり

午
　
後

13:15

14:35

15:00
15:15

16:20
16:35

13:15 ～ 14:35
★☆☆☆☆
⑮元気体操

※下記（右）参照

（1）13:15 ～ 14:00
（2）14:15 ～ 15:00

★★★★★
⑲サーキットトレーニング
DVD でマシンと有酸素運

動を交互に行います

13:15 ～ 14:35
★★★★★

④ラララサーキット
※下記（左）参照

13:15 ～ 14:35
★★★★★

⑥ラララサーキット
※下記（左）参照

13:15 ～ 14:35
【文化プログラム】

⑳やさしいクラフト教室
10月 2・16、11 月 6・20、12月 4・18

㉑喉を鍛える健康声みがき ® 講座
10月9・23、11月13・27、12月11・25

（1）15:00 ～ 15:45
（2）16:00 ～ 16:45

★★★★★
⑱サーキットトレーニング
DVD でマシンと有酸素
運動を交互に行います

15:15 ～ 16:35
★★★★☆

⑭レッツ筋力トレーニング
チューブを利用し、体幹や

脚力などを強化します

15:00 ～ 16:20
★★★★☆

⑯リズム運動
リズムにのって有酸素運動

筋トレを行います

15:00 ～ 16:20
★★★☆☆
⑬骨盤体操

骨盤周辺を強化します

15:00 ～ 16:20
★☆☆☆☆

⑰リラックスヨガ
自律神経を整え、心身の健康を支え

ます。初めての方にもおすすめ

LICウェルネスゾーン
2026年 10月期（10月～12月）受講生募集

10月1日スタート!  場所:LICはびきの＜🅟あり＞

対象　65 歳以上の市民（令和8年10 月1日時点）で、
　　　医師による運動制限のない方、自身で来所できる方
申込方法　8 月 3日㈪～14 日㈮に本施設に来館
当選発表　9 月 1日㈫～ 7日㈪に本施設・市ウェブサイトに掲載
　　　　※新規者優先　※★の数が多いほど運動強度が高くなります。

⑪膝痛・腰痛改善クラス
膝痛や腰痛の予防・改善に必要な

筋力トレーニングを行います。

⑫転倒予防クラス
足底のバランス向上や筋力トレーニングを

行い転ばない体づくりを目指します。

⑩筋トレ＆ストレッチ
日常生活の動作に必要な筋力づくり

①～⑦ ラララサーキット
マシンを使った筋トレと椅子に座って

有酸素運動のリズム体操を交互に行います。

⑧⑨ ラララサーキット・ライト（認知症予防）
筋トレと椅子に座って行うリズム体操。体も
脳も活性化させ認知機能向上を目指します。

⑮元気体操
筋力・認知・口腔機能を
改善する体操を行います。

【予約・申込】LICウェルネスゾーン ☎072-958-0711 ／【事業に関すること】高齢福祉介護課 ☎072-947-3825

【介護予防講演会】健康寿命を延ばすヒントがここに！～専門職と体験者が語る健康づくり～

講演会や体験ブースで介護予防について学び、健康測定会で今の体の状態を知ることができます。
いつまでも元気で自分らしく暮らし続けるために、健康づくりのヒントを見つけてみませんか？
■■とと■■きき  象象9 月 4 日㈮ 13:30 ～ 16:00（測定会 15:00 頃～）
■■場場■■所所 所LIC はびきの1階 アトリウム・3 階 視聴覚室　　
■■申申■■込込   込込8 月 3 日㈪～ 電話または申込フォーム
　　 ※講演会のみ要申込（先着 70 人）問問
■■問問 高齢福祉介護課 地域包括支援担当  
　 ☎ 072-947-3822（平日 9:00 ～ 17:30）

講演会参加
＜申込フォーム＞

＜講師＞佐藤 孝臣 氏
・㈱アイトラック代表取締役
・大阪府介護予防活動強化
  推進事業スーパーバイザー

体験会の様子
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広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM総合企画　☎072-275-5449

高齢者向けスマホ教室《セキュリティ対策編》
安心してスマホを使用するための基本や、スマホトラブルと対策に
ついて学べる講座です。
■■とと■■きき 8 月 25 日㈫ 13:30 ～ 15:00　
■■場場■■所所   所所生きがいサロン 5 号館
■■講講■■師師 Softbank より派遣
■■定定■■員員   員員先着 15 人　　■■対対■■象象 65 歳以上の市民　
■■申申■■込込 電話（高年生きがいサロン 5 号館）
※教室内でスマホの営業・販売は行いません。同意がある場合
のみ、後日アフターサポートなどの連絡をすることがあります。

まちの保健室　■■対対■■象象  所所おおむね 65 歳以上の市民
●運動・認知症・栄養・介護についての相談会や講義
●前月 1 日より受付開始。前日までに各サロンに申込み。
  （恵我之荘コミュニティセンターは生きがいサロン 5 号館へ申込み）
  （MOMO プラザ・陵南の森老人福祉センターは保険年金課へ申込み）

日程 時間 場所 定員 内容

個
別
相
談

9 月 3 日㈭

13:00 ～ 15:30

6 号館

先着 5 人
（1枠30分程度）

保健師・管理栄養士が健康に関して
心配なことがあれば個別相談をお受けします。

9 月 8 日㈫ 5 号館
9 月 14 日㈪ 3 号館

9月17日㈭ 陵南の森老人
福祉センター

9月25日㈮ 恵我之荘コミュ
ニティセンター

8 月 28 日㈮（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 3 号館 先着 8 人 理学療法士が病院受診のタイミング、痛みと運動の関係、
介護の方法等相談をお受けします。9 月 24 日㈭（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 5 号館 先着 8 人

講
座

8 月 31 日㈪（介護相談可） 13:30 ～ 15:00 3 号館 ①先着 15 人
②先着 2 人

（同時開催）

①「スクエアステップで認知機能低下予防！」
脳の活性化のための軽い運動と講話
※上靴、水分補給の飲み物を持参 ②認知症に関する

　個別相談会
9 月 29 日㈫（介護相談可） 13:30 ～ 15:30 5 号館

①「季節の折り紙講座」
指先を使って脳を活性化！
MCI についてミニ講座もあり

8 月 28 日㈮（介護相談可） 13:00 ～ 14:30 恵我之荘コミュ
ニティセンター 先着 15 人 血管力を高めて高血圧・動脈硬化を予防しよう

（講師：四天王寺大学　小西氏、野田氏、蓑輪氏）

9 月 25 日㈮（介護相談可） 13:00 ～ 14:30 5 号館 先着 15 人 睡眠の質と “回復力” を高めるコツ
（講師：四天王寺大学　舟本氏、中村氏）

恵我之荘コミュニティセンター（恵我之荘 5-1-3　☎ 5 号館へ）
高年生きがいサロン 3 号館（古市 1541-1　  ☎ 072-959-0220）
高年生きがいサロン 5 号館（野 640-1　　　 ☎ 072-931-6010）
高年生きがいサロン 6 号館（羽曳が丘 3-1-13　☎ 072-959-0580）
MOMO プラザ　（羽曳が丘西 2-5-1　☎ 072-947-3605 保険年金課）
陵南の森老人福祉センター　（島泉 8-8-1　☎ 072-947-3605 保険年金課）

特殊詐欺被害防止のための「防犯教室」
特殊詐欺に騙されないために、詐欺の手口と対策を学び、
詐欺被害から身を守る「防犯力」を高めませんか。
■■とと■■きき  9 月 10 日㈭ 13:30 ～ 15:00　
■■場場■■所所  市役所別館 2 階　研修室　
■■対対■■象象  羽曳野市民の人優先　■■定定■ ■ 員員員員 30 人　
■■講講■■師師  象象大阪府警察本部　生活安全指導班　
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  高齢福祉介護課　地域支援担当（※電話受付のみ）
　☎ 072-947-3822（9:00 ～ 17:30）

健康未来塾＋オレンジカフェ
前半は、自分や家族の大切にしていることや望む暮らしを考える「人生会議」（ACP）を分かりやすく
学びます。後半は、珈琲や紅茶を飲みながら、創作活動や認知症・介護の相談ができます。
■■とと■■きき  8 月 22 日㈯ 13:30 ～ 15:00（前半：講座、後半：カフェ）
■■場場■■所所  介護老人保健施設　悠々亭　5 階講堂（樫山 100-1）
■�■�対対対対■■象象 興味・関心のある人ならどなたでも　　■■定定■ ■ 員員員員 20 人
■■申申■・■・込込込込 ■■問問 悠々亭　☎ 072-953-1002（受付：㈪～㈯ 9:00 ～ 17:00）

オレンジカフェとは、
認知症のご本人とご家族が、

地域住民や、介護・福祉・医療の専門家と
身近な場所で集い、

交流できる場のことです。
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マイナンバーカード「日曜窓口」
（受け取り、電子証明書の更新手続き）
■■とと■■きき  問問8 月 23 日㈰　9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所  所所●市役所本館 1 階 ②窓口  ●支所

【受け取りの必要書類】
 ・�交付通知書  ・マイナンバーカード（更新

の人）  ・通知カード（更新の人を除く）
 ・�本人確認書類 （運転免許証などの顔写真

付きの書類なら 1 点、それ以外の書類
は 2 点以上）

 ・住民基本台帳カード（お持ちの人）
【電子証明書更新手続の必要書類】
 ・マイナンバーカード
 ・更新通知書（お持ちの人）
※受け取り場所は交付通知書を確認。
※受け取り、電子証明書の更新手続き
 以外の業務は行いません。
※原則、本人が受け取り者です。

■■問問   問問市民課 / 支所

改修された住宅に対する固定資産税の
減額について
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場
合、申告により、工事完了日の翌年度分の固
定資産税が減額されます。※ 工事完了日から
３カ月以内に、税務課への申告が必要
耐震改修
昭和 57 年 1 月 1 日以前に建築された住宅
バリアフリー改修
高齢者等（改修工事完了年の翌年１月１日にお
ける年齢が 65 歳以上の人、要介護認定又は
要支援認定を受けている人、障害のある人）
が居住する、新築された日から 10 年以上を
経過した住宅
熱損失防止改修
平成 26 年 4 月１日以前に建築された住宅
上記は改修要件の一例です。必要書類など
詳しくは問い合わせください。
■■問問  問問税務課 固定資産税担当

市府民税第2期【納期限：8月31日㈪】
　市税の納税通知書には「納期限」と「指
定期限」が書かれていますが、「納期限」
がその税金を納める期日です。
納期限を過ぎると延滞金が加
算される場合があります。
■■問問   問問税務課納税担当

樹木の無料配付について
■■対対■■象象  問問団体（町会・集合住宅・学校・PTAなど）
や会社などで地域の人が協同で緑化活動を
行えること。※個人での申請不可
■■種種■■類類  問問高木、低木、つる植物
※本数等希望に添えない場合があります。

《配付条件》
● 1 カ所あたり高木 2 本以上を申請
●配付した樹木は、地植えもしくは大型プラ
ンター（100リットル以上）に植え付けてく
ださい。
■■配配■■付付  問問令和 9 年 2 月中旬～ 3 月初旬予定
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  問問農とみどり推進課に申請書を提出

（8 月 26 日㈬まで）
　　　必要書類など
　　　詳細はウェブサイト参照▶

羽曳野市の公共施設に関する市民アン
ケートを実施【8 月 28 日㈮まで】
　　対対 羽曳野市公共施設等総合管理計画の見
直しと第２期アクションプランの策定の 
ため、ウェブアンケートを実施しますので、
回答にご協力をお願いします。
アンケートの詳細は、市ウェブ
サイトをご覧ください。
■■対対■■象象  問問羽曳野市在住の人問問
■■問問  問問財政管理課

犬や猫を飼っている人へ
　飼い主の皆さんがルール・マナーを守り、
誰もが気持ちよく過ごせるようにご協力を
お願いします。対対
●犬が散歩中にした糞・尿は飼い主が責任
をもって処理しましょう。
●糞は必ず自宅へ持ち帰り処理しましょう。
●尿は水で流すなど配慮しましょう。
●糞・尿で公共の場所や私有地を汚すこと
は絶対にやめましょう。犬の散歩をするとき
は必ずリードをつけ、迷惑をかけるような場
所でさせないように注意しましょう。
●飼い猫は、室内で飼う、首輪をつけるな
どの対策をしましょう。
●飼い主のいない猫への無責任なえさやり
はやめましょう。
■■問問  問問環境保全課

「市税」「保険料」コールセンター業務
　　対対 期限から一定期間を過ぎても納付確認が
できない人に対して、専門オペレーターが

『市税』『保険料』未納のお知らせと、納付
案内などを行っています。
市税（市・府営税、固定資産税、軽自動車税、
　　  法人市民税）
平日㈪～㈮ 9:00～ 17:308 月 23 日㈰
8 月 18 日㈫、20 日㈭、
25 日㈫、27 日㈭ 13:00 ～ 20:00

■■問問  問問税務課 納税担当
保険料（国保・後期）
8 月 2 日㈰ 10:00～ 17:00
8 月 19 日㈬ 13:00 ～ 20:00
■■問問  問問保険年金課 収納・滞納整理担当

【振り込め詐欺など不審電話に注意】
　催告コールセンターから、還付金の案内
や納付のために ATM の操作を求めること
は一切ありません。

【市税納付関連】
オンライン手続き開始のお知らせ
　　対対 市税分割納付申請（今年度分に限ります。）
と市税納付書の再発行申請を
24 時間オンラインで申し込み
が可能になりました。詳しくは
市ウェブサイトをご確認ください。
※申請内容の不備や納付状況によっては、
申請が却下される場合もあります。
■■問問  問問税務課 納税担当

個人事業税
【納期限】（第 1 期分）８月 31 日㈪
　　　　 （第 2 期分）11 月 30 日㈪
　　対対 8 月に第 1 期・第 2 期分の納付書をまと
めて送付します（口座振替利用の人を除く）。
年税額が 1 万円以下の場合は、第 2 期分
の納付書はありません。

【納付場所・納付方法】
口座振替、府の指定金融機関または収納代
理金融機関、大阪府内の各郵便局、コンビ
ニエンスストア、MMK 設置店 、「地方税統
一 QR コード（eL-QR）」に対応した金融
機関やスマートフォン決済アプリ、「地方税お
支払サイト」※を利用した納付
※クレジットカード納付、ペイジー納付（Ａ
ＴＭ、インターネットバンキン
グ）詳しくは、「地方税お支払
サイト」参照。
■■問問  問問大阪府南河内府税事務所
☎ 0721-25-1131

詳しくはこちら▲
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

特定計量器の定期検査について
（8 月実施）
　取引・証明に利用できるは
かりには検定証印や基準適合
証印が付されています。商店や
病院・薬局など、はかりを使
った取引や証明行為を行う事
業所は、計量法で２年に 1 度、
はかり（特定計量器）の検査
を受けることが義務付けられて
います。前回（令和 6 年）未受検、計量器
を新調したなどの場合は検査の対象となるこ
とがあります。詳しくは問い合わせください。
■■問問  問問一般社団法人大阪府計量協会
☎ 072-874-9955（検査部）

生産緑地地区への指定を希望する農地
等の事前相談受付【8 月 31 日㈪まで】
　指定には要件があります。必ず事前相談を
受けてください。（募集は毎年度）対対
■■対対■■象象  問問市街化区域内で現に農業の用に供され
ている農地等の所有者で、生産緑地地区へ
の指定を希望する人　
■■申申■■込込  問問予約制（電話で受付）※相談時に必要
な書類等を持参いただきます。
その他詳細はウェブサイト参照問問
■■問問  問問都市計画課

空き家対策個別相談会
　　対対 将来「相続・贈与・不動産活用」などの「対 空
き家」で困らないために、今から一緒に考
えてみませんか？
■■とと■■きき  問問9 月 15 日㈫・17 日㈭
■■場場■■所所  問問りそな銀行　羽曳野支店
■■申申■■込込  問問9 月 8 日㈫まで
りそな銀行羽曳野支店 ☎ 072-957-1121
■■問問  問問建築住宅課　住宅政策担当

「市から委託された」という
悪質な耐震診断の勧誘にご注意ください
　あたかも市と連携しているように説明を
行う事業者による勧誘が、発生しています。
　羽曳野市では、現在事業者に委託し、市
民の皆さまに耐震診断をすすめる電話や訪
問は行っておりません。
■■問問  問問建築住宅課 住宅政策担当

検定証印

基準適合証印

８月から高額療養費制度が見直されます（高額療養費の上限額が変更・世帯単位での年間上限を新設）
＜ 70 歳以上＞

限度区分 自己負担限度額 年間上限 ( 年額 )
外来 外来＋入院（世帯単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者
Ⅲ 課税所得 690 万円以上 270,300 円＋（総医療費 ※1 － 901,000 円）× 1％ ／（4 回目以降　140,100 円） ※2 168 万円
Ⅱ 課税所得 380 万円以上 179,100 円＋（総医療費 ※1 － 597,000 円）× 1％ ／（4 回目以降　93,000 円） ※2 111 万円
Ⅰ 課税所得 145 万円以上 85,800 円＋（総医療費 ※1 － 286,000 円）× 1％ ／（4 回目以降　44,400 円） ※2 53 万円

一般 22,000 円（年間上限　216,000 円） 61,500 円（4 回目以降　44,400 円） ※2 53 万円（一部 41 万円）
住民税非課税

Ⅱ 11,000 円（年間上限　96,000 円） 25,700 円（4 回目以降　24,600 円） ※2 29 万円
Ⅰ 8,000 円 15,700 円 18 万円

＜ 70 歳未満＞
適用区分 所得区分 自己負担限度額　3 回目まで 4 回目以降 ※2 年間上限 ( 年額 )

ア 所得 901 万円超 270,300 円＋（総医療費 ※1 － 901,000 円）× 1％ 140,100 円 168 万円
イ 所得 600 万円超 901 万円以下 179,100 円＋（総医療費 ※1 － 597,000 円）× 1％ 93,000 円 111 万円
ウ 所得 210 万円超 600 万円以下 85,800 円＋（総医療費 ※1 － 286,000 円）× 1％ 44,400 円 53 万円
エ 所得 210 万円以下（非課税世帯を除く） 61,500 円 44,400 円 53 万円（一部 41 万円）
オ 住民税非課税世帯 36,900 円 24,600 円 29 万円

※ 1）「総医療費」とは保険適用された医療費 10 割分です。
※ 2）過去 12 カ月間で 4 回以上医療費が限度額を超えた場合は、「4 回目以降」の限度額が適用されます（多数回該当）。
　　　なお、大阪府内からの転出で世帯の継続性が保たれていれば、前住所地での高額療養費の多数該当のカウントが通算されます。
●年間上限を超えた部分は償還払いにより支給されます
問
合
せ

今回の見直しの背景に関するご質問について
厚生労働省コールセンター☎ 0120-617-111

国民健康保険の給付について
保険年金課　後期・給付助成担当

後期高齢者医療制度について
保険年金課　後期・給付助成担当

水道局からのお知らせ
●健康のため水を飲もう対対
　　対対 体内の水分が不足すると、熱中症をはじ
め、脳梗塞や心筋梗塞などの健康障害を引
き起こすリスクが高まります。のどの渇きを感
じたときは、すでに体内の水分が不足し始め
ているサインです。外出時はもちろん、在宅
時もこまめな水分補給を心がけましょう。
　羽曳野市の水道水は、1リットルあたり約
0.15 円と経済的です。毎日の水分補給に、
安心・安全な水道水をぜひご活用ください。

●水道事業のコラム始めました
　水道局ウェブサイトでは、市の水道事業
についての様々な情報や取り組
みをわかりやすく紹介するコラ
ムを毎月更新しています。
■■問問  問問水道局 総務課

クビアカツヤカミキリ（特定外来生物）に注意　　　　　　　　■■問問   問問農とみどり推進課
　体長 2 ～ 4cm ほど、光沢のある黒色で、首の部分が赤いのが特徴。
　幼虫が桜、梅、桃などのバラ科の樹木に寄生し、4 ～ 8 月頃まで
フラス（木くず・糞の混合物）を排出します。加害が進むと、枯死
や落枝、倒木におよぶことがあり、農作物や生態系に被害が拡大さ
れることも懸念されています。
　発見したら、まん延防止のため、捕殺をお願いします。（生きたまま持
ち運ぶのは法律で禁止されています。） クビアカツヤカミキリの成虫クビアカツヤカミキリの成虫
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「大阪８８０万人訓練」9 月 1 日㈫
とと

とと

とと

≪訓練想定：南海トラフ巨大地震≫
10:00　地震発生
10:03　大津波警報発表【大阪府】
10:05　避難について【羽曳野市】

（訓練用のエリアメール／緊急速報メール
を発信）
■■問問  問問危機管理課 危機対策室

定期救命講習（上級救命講習）
AED（自動体外式除細動器）の使用方法を
含めた応急手当など
■■とと■■きき  問問9 月 27 日㈰ 9:30 ～ 17:30
　（WEB 講習修了者 10:30 ～ 17:30）
■■場場■■所所  問問河内長野消防署２階 市民研修室

（河内長野市小山田 1663-3）※駐車場あり
■■対対■■象象  問問柏原市・富田林市・河内長野市・羽曳野市・
藤井寺市・太子町・河南町・千早赤阪村に
在住・在勤・在学の人　　■■定定■ ■ 員員員員 先着 30 人
■■申申■■込込  問問8 月 27 日㈭ 9:00 から電話受付
■■問問   問問大阪南消防局警防部救急課
☎ 072-958-9932

（平日 9:00 ～ 17:00）

手話ステップアップ講座
■■とと■■きき 以下の日程 ㈪10:00 ～ 12:00

9 月 14 日、28 日
10 月   5 日、19 日、26 日
11 月   2 日、16 日、30 日
12 月   7 日、14 日
■■場場■■所所  問問市役所別館 2 階研修室
■■対対■■象象  問問①市内在住・在勤の人
②手話教室を修了し、手話での日常会話
　ができる人
③市の登録手話通訳者を目指す人
■■定定■■員員  問問先着 10 人　　■■申申■■込込  問問9 月 4 日㈮まで
■■問問  問問障害福祉課

「ひきこもり親の会」
■■とと■■きき  問問8 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
■■場場■■所所  問問LICはびきの3階 小会議室B
■■対対■■象象  問問ひきこもりの人がいる家族
■■定定■■員員  問問先着 8 人
■■申申■■込込  問問電話またはウェブサイトから
■■問問 （一社）大阪青少年支援機構ポラリス
☎ 0721-26-9441　
FAX 0721-26-9445

友人が定期購入の美容液を解約したのに後払い決済
サービスの請求が続いて困ったことがあるらしい。

私もよく後払い決済サービスを利用するので怖い。
注意することはあるのだろうか？

Ｑ

後払い決済サービスはインターネット通販の支払方法として選択されることが
増えています。クレジットカード情報を入力せずに決済ができ、商品到着後に

支払いできるというメリットがあり、クレジットカードを持たない若年層や高齢者の利
用も多い支払方法です。
　一方で、販売業者との行き違いや不正利用等のトラブル相談も増加しています。
　トラブルを防ぐために、購入前に金額や契約内容・条件は必ず確認しましょう。
特に定期購入に関するトラブルは多いので、特に注意が必要です。
　また、後払い決済サービスは便利である一方、自分自身の支払能力を超えた金
額を決済してしまうリスクもあるため、慎重に検討し計画的に利用しましょう。

A

～後払い決済サービス～

≪消費生活相談≫ 消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）
　　　　　　　　 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:30 ※㈯㈰㈷除く

教えて消費生活Ｑ＆A

公の施設の指定管理者を募集します　
次の施設について、令和 9 年 4 月からの指定管理者を募集します。

施設名 募集要項配布場所（8 月中旬以降を予定）
３施設一括　・羽曳が丘コミュニティセンター
　　　　　　　　　　（はびきの庵円想を含む）
　　　　　　・丹比コミュニティセンター
　　　　　　・東部コミュニティセンター

・市民協働ふれあい課（市役所本館１階）
・市ウェブサイトからダウンロード可

２施設一括　・道の駅しらとりの郷羽曳野
　　　　　　・健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場

・道路公園課（市役所本館２階）
・市ウェブサイトからダウンロード可

・募集要項、現地説明会、応募書類の受付期間など、詳細は市ウェブサイト参照
■■問問  所所行革DX推進課 行革担当

羽曳野市市民会館 廃止のお知らせ　　　　　　　　　　　　
羽曳野市市民会館は、令和８年６月 30 日をもって廃止することとなりました。
昭和 44 年の開館から 57 年の間、市民の皆様の文化活動の場として、またコンサートや演劇、
講演会、式典など、多くの思い出が生まれた場所として長く親しんでいただきました。
しかしながら、老朽化が著しく、設備の破損などもあり、令和７年４月から休館しておりましたが、
耐震性も不十分であり、今後発生が予想される地震への安全性を確保できないこ
とから、近隣住民の生活環境を守る観点からも、この度、施設を廃止することが
決定いたしました。これまで当館を支えてくださった皆様に心より感謝を申し上げ
るとともに、ご理解を頂きますようよろしくお願いいたします。
■■問問  所所市民協働ふれあい課
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

宅地建物取引業人権推進員制度
　　対対 大阪府では、宅地建物
取引におけるあらゆる人権
問題をなくすため、業界団
体と連携し、宅建業者の従
業者を対象に「宅地建物
取引業人権推進員」を養成しています。人
権推進員を設置している店にはステッカー
を掲示しています。
■■問問  問問大阪府都市整備部
住宅建築局建築指導室建築振興課
☎ 06-6210-9734

平和の象徴（被爆の苗木：アオギリ二世・
クスノキ二世）

　被爆に耐え、現在も生き続ける広島のア
オギリと長崎のクスノキの被爆樹木の苗木
が植樹から 11 年たちました。これらは、終
戦から 70 年の節目となる平成 27 年に譲
り受けた苗木で、はじめは幹が細く、添え
木や水やりなど心配が尽きませんでしたが、
幹も太く、葉も大きく育ってきました。これ
からも市民の皆さまとともに、この平和の
象徴を大切に育ててまいりたいと思います。
■■問問  所所人権推進課

「平和パネル展」を開催　■■問問  問問人権推進課

■■とと■■きき  問問8 月 3 日㈪～ 14 日㈮　
9:00 ～ 17:30（㈯㈰㈷を除く）
■■場場■■所所  問問市役所本館1階コミュニティスクエア（ロビー）

男女共同参画週間　パネル展実施
　市役所ロビーのコミュニティスクエアでは、
「女性のための防災ＢＯＯＫ」についての

パネルを展示しました。■■問問  所所人権推進課

児童扶養手当現況届の提出
■■対対■■象象  問問ひとり親家庭などで児童扶養手当を
受給している人（所得状況により支給が停
止されている人も含む）
■■届届■■出出  問問対象者には現況届を送付します。郵送
などで提出してください。本人による届出が
ないと手当は支給されません。
※提出書類によっては来庁が必要な場合が
あります。
■■期期■■間間  問問8 月 3 日㈪～ 31 日㈪ 9:00 ～ 17:00
■■問問  問問こども政策課

特別児童扶養手当所得状況届の提出
■■対対■■象象  問問障がいのある 20 歳未満の子どもを養
育し、特別児童扶養手当を受給している人
■■届届■■出出  問問対象者には案内を送付しますので、必
要書類を郵送などで提出してください。本人
による届出がないと手当は支給されません。
■■期期■■間間  問問8 月 12 日㈬～ 9 月 11 日㈮
9:00 ～ 17:00問問
■■問問  問問こども政策課

中学校給食費のコールセンター業務
　中学校給食費の納付確認ができない人に
対して、民間委託の専門オペレーターが未納
をお知らせするとともに、納付のご案内など
を行っています。

【振り込め詐欺など不審電話にご注意！！】
「コールセンター」から、還付金の案内や納
付のためにＡＴＭ（現金自動預け払い機）
の操作を求めることは一切ありません。
■■問問  問問食育・給食課

８月は「みまもっているよ月間」
家庭や地域で、こどもたちを守りましょう！
〇「一人で遊ばない」「知らない人について
いかない」など、こどもに犯罪から自分の
身を守る方法を教えましょう。
〇こどもの様子をうかがう、車からこども
に話しかけるなどの不審者を見かけたら、
こどもを守り、すぐに警察に通報しましょう。
〇こどもが登下校や遊びで外出する際 
には、防犯ブザーやホイッスルを持たせ、
しっかりと活用するように教えましょう。
■■問問  問問次世代育成課

令和８年度　
中学校卒業程度認定試験について
■■試試■■験験  問問10 月15 日㈭　［試験科目］　国語、
社会、数学、理科、外国語（英語）
■■会会■■場場  問問大阪府立労働センター（エル・おお
さか）７階 705 号室対対
■■対対■■象象  問問①就学義務猶予免除者である人また
は就学義務猶予免除者であった人で令和 9
年 3 月 31 日までに満 15 歳以上になる人
②保護者が就学させる義務の猶予または
免除を受けず、かつ、令和９年３月 31
日までに満 15 歳に達する人で、その年
度の終わりまでに中学校を卒業できない
と見込まれることについてやむを得ない
事由があると文部科学大臣が認めた人
③令和 9 年 3 月 31 日までに満 16 歳以
上になる人（①④に該当する方を除く）
④日本国籍を有しないで、令和 9 年 3 月
31 日までに満 15 歳以上になる人
■■申申■■込込  問問8 月２１日㈮消印有効　（文部科学省
に郵送にて出願書類を提出）
■■問問  所所学校教育課
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ウェブページ
https://www.mext.go.jp/a_menu/
shotou/yakan/index_00004.htm

【問
と い

合
あ わ

せ】学
が っ

校
こ う

教
きょう

育
い く

課
か

▲広島の被爆アオギリ二世
（陵南の森総合センター）

▲長崎の被爆クスノキ二世
（タケダハムはびきのコロセアム）
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第 12 回特別弔慰金の請求期限について
　第 11 回特別弔慰金の受給者は、第 12
回についても受給権がありますが、改めて
請求手続きを行う必要があります。
＜支給内容＞
額面 27.5 万円、5 年償還の記名国債
■■期期■■限限  令和 10 年 3 月 31 日㈮

持ち物

本
人

・請求者の本人確認書類
・編製日が令和 7 年 4 月 1 日以前であり、
　認証日が同日以後の戸籍

代
理
人

・委任状（ウェブサイトまたは窓口）
・本人確認書類（請求者及び代理人の
　写真付きの証明書の場合は 1 点、そ
　れ以外の場合は保険証など 2 点）
・請求者の印鑑（認印）

■■申申■■込込・・込込 ■■問問  保健福祉政策課

心の輪を広げる体験作文、
障がい者週間のポスター【募集】
　障がいのある人とない人との心のふれあ
いの体験を綴った作文や、障がい者への
理解を促進するポスターを募集
＜作文＞小学生区分、中学生区分、高校
生区分、一般区分
・４００字詰め原稿用紙（縦書き）
・小中学生２～４枚、高校生・一般４～６枚
※点字や電子メールでの応募も可
＜ポスター＞小学生区分、中学生区分
・Ｂ３画用紙または四つ切りサイズ画用紙
（縦長のみ）
■■申申■■込込・・込込 ■■問問  持参または郵送 ※㈯㈰㈷除く
9 月 2 日㈬まで（必着）
大阪府 福祉部障がい福祉室 障がい福祉企
画課 企画調整グループ　
☎０６-６９４１-０３５１
FAX０６-６９４２-７２１５

最高裁判決を踏まえた生活保護の追加給付のお知らせ
（現在、保護を受給していない世帯の申出受付について）
　平成 25 年の生活扶助基準の見直しに関する最高裁判決をふまえ、平成 25 年 8 月から
令和 8 年 3 月までの間に保護を受給していた世帯を対象に追加給付を行います。
■■申申■■出出  問問令和 8 年 8 月1日～令和 9 年 7 月 31日
※現在受給していない世帯も対象
※当時、保護を受給していた自治体へ申出を行ってください。
　（複数の自治体で保護を受給していた場合は、それぞれの自治体への申出が必要）
■■問問  問問「最高裁判決を踏まえた保護費の追加給付相談センター」
　 ☎ 0120-179-445
　（平日 9:00 ～17:00、8 月～10 月は㈯㈰㈷も対応）

【保護費の追加給付をかたる詐欺にご注意ください！】
今回の追加給付に当たり、羽曳野市から銀行口座の暗証番号を聞き出したり、
ATM 操作や手数料の振込を依頼することはありません。
暗証番号を教えたり、ATM 操作を行わないようご注意ください。

柏羽藤環境事業組合職員募集
■■試試■■験験  問問9 月 6 日㈰
■■申申■■込込  問問8 月 3 日㈪～21日㈮（消印有効）
※郵送のみ。提出書類（申込書、受験票）
は柏羽藤環境事業組合ウェブサ
イトからダウンロード問問
■■問問  問問柏羽藤環境事業組合 総務課
☎ 072-976-3333
〒 582-0027 大阪府柏原市円明町 666

大阪南消防局消防吏員募集
■■試試■■験験  問問9 月 20 日㈰
■■申申■■込込 8 月 3 日㈪～24 日㈪
※詳細はウェブサイト参照問問
■■問問  問問大阪南消防局　総務部 
　 人事企画課 人事係 ☎ 072-958-9926

はびきの市民大学　　軽里 1-1-1（LIC はびきの内）　☎ 072-950-5503

聴講生募集（8 月）　■■申申■■込込   込込来館、電話で申込み。　■■￥￥  ￥各 800 円（当日支払い。現金のみ）
7 日、21 日㈮ 14:30～16:00 ④史料から読み解く豊臣の軌跡
1 日、8 日、22 日㈯ 14:30～16:00 ⑥ロボットとAI が変える私たちの未来

公開講座　【支払方法】［来館］申込時に支払い　［銀行振込］事務局が案内する期日内に支払い（返金不可）
東大寺正倉院と奈良時代
の古文書

■■とと■■きき 9 月 6 日・27 日・10 月 11 日㈰ 14:30 ～ 16:00　
■■定定■■員員  員先着 60 人　■■￥￥  ￥1,500 円（全 3 回）　■■申申■■込込   込込9 月 5 日㈯まで

ドライフラワー講座
秋風にそよぐグラスのスワッグ

■■とと■■きき 10 月 4 日㈰ 14:30 ～ 16:00　■■対対■■象象 員小学生～大人（小学生は保護者 1 人同伴可。保護者専用席で見学）　
■■定定■■員員  員先着 30 人　■■￥￥  ￥1,000 円（材料費含む）　■■申申■■込込   込込8 月 3 日㈪～ 9 月 27 日㈰

■■場場■■所所   問問LIC はびきの 3 階 視聴覚室　　

▶
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▶
公
式
L
I
N
E

藤井寺市・柏原市・羽曳野市
3 市合同 恋活アフタヌーンティー

■■とと■■きき 9 月13 日㈰ 13:00 ～17:00
■■場場■■所所 藤井寺市役所 B1F 旧食堂
　　 （藤井寺市岡 1-1-1）
■■対対■■象象 未婚の 25 ～ 39 歳
■■定定■■員員 男女各 30 人（予定）
■■￥￥  定定3,500 円（ドリンク・スイーツ付き）
■■申申■■込込  問問8 月 31日㈪まで
　※先着順
　※申込・詳細はウェブサイト参照問問
■■問問  問問藤井寺市商工会
　 ☎ 072-939-7047

▲申込・詳細
　はこちら

▶
詳
し
く
は

　
こ
ち
ら
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催し・スポーツ

ビューティートライアル講座　第３回
「楽しく！自分らしく！秋の艶めきケア」
日常の肌ケアなどとと
■■とと■■きき 9 月 26 日㈯ 10:00 ～
■■場場■■所所 人権文化センター 多目的室１・２
■■講講■■師師 メナードフェイシャルサロンより代表者 2 人
■■対対■■象象 市内在住、在勤、在学の人（子連れ可）
■■定定■■員員 先着 10 人　
■■￥￥  問問５00 円（講座当日に支払い）
■■持持■■物物 普段使用しているメイク道具・顔拭き
用タオル
■■申申■■込込・込 ■■問問 8 月 3 日㈪～電話申込。
　人権文化センター  ☎ 072-955-4556

コフニスト養成講座Ⅵ

　羽曳野の歴史を学び、魅力を発信するコ
フニストを目指しませんか。

【テーマ】第３回 西琳寺跡の発掘調査
■■とと■■きき 9月5日㈯14:00～16:00（受付13:30～）
■■講講■■師師 羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室 
　　 西岡 亨
■■場場■■所所 ＬＩＣはびきの ２階大会議室定定
■■定定■■員員 先着 30 人　　■■￥￥  定定500 円（資料代等）
■■申申■■込込 8 月 24 日㈪～ 30 日㈰に、メール申込み
(1 人 1 通、氏名・住所・電話番号を明記）
メール　shiday@maia.eonet.ne.jp
■■問問  問問ＮＰＯ法人フィールドミュージアムトーク史遊会

（至田）☎ 090-3825-6412

城山病院　市民公開講座
「知ってほしい！認知症治療のいま」
「その運転、本当に大丈夫？」
　医師による認知症関連の講演と言語聴覚
士による脳トレーニング
■■とと■■きき 8 月 8 日㈯ 14:00 ～ 15:30
■■場場■■所所 LIC はびきの 3 階 音楽実習室講講
■■定定■■員員 100 人　講講
■■講講■■師師 梶本 宜永 医師、島野 裕史 医師、
　　 後藤 敢 言語聴覚士
■■申申■■込込 電話申込　☎ 050-1794-2402
　　　　　　　　（24 時間自動応答）
■■問問 �医療法人春秋  城山病院 
　 ☎ 072-958-1000（長崎）

＜募集＞オープニングステージ出演者
ジャンル不問（例：ダンス、バンド演奏 [ドラム不可 ]、
漫才等各種パフォーマンスなど）、1 ステージ 6
分以内（準備・撤収含む）、その他詳細は問い合
わせください。
■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学の個人
　　 または 6 人以内のグループ
■■定定■■員員 10 組程度（多数の場合抽選）
■■申申■■込込 8 月 28 日㈮ 17:00 まで

令和 8 年度市民文化祭（会場：LIC はびきの）
内　容 日　時

オープニングセレモニー
10 月 24 日㈯民謡・邦楽大会

日舞・民舞大会

展
示

児童画、書道、茶席、
華道、手芸、工芸
絵画、俳画、写真

10 月 24 日㈯
　　  25 日㈰

三曲会（三絃・琴・尺八）
10 月 25 日㈰

囲碁・将棋大会
音楽会 11 月 3 日（火祝）

＜募集＞舞台出演者、作品展示出展者、囲碁将棋大会参加者
■■対対■■象象  問問市内在住、在勤、在学か市内の公共施設を活動拠点としている団体または個人
　　【舞台出演】音楽、日舞・民舞、三曲、民謡・邦楽
　　【作品展示】工芸、華道、写真、絵画、手芸、書道、俳画　　【大会参加】囲碁、将棋
■■申申■ ■ 込込込込 8 月 21 日㈮ 17:00 まで（募集要項は、市ウェブサイトか生涯学習スポーツ課、
　　 ＬＩＣはびきの、陵南の森公民館、各コミュニティセンター などで配布。）
■■問問 生涯学習スポーツ課

陵南の森公民館グループ連絡協議会　
＜公開講座＞ ■■対対■■象象 市内在住、在勤、在学の人　■■申申■■込込 8 月 1 日㈯～各グループの締切日まで
不識庵機山を撃つの図に題す ■■問問 あすなろ（畑田）☎ 090-8366-3300
■■とと■■きき 8 月 24 日㈪ 13:30 ～ 14:30　■■定定■■員員 5 人　■■〆〆  込込8 月 24 日㈪
朗読勉強会 ■■問問 朗読ボランティアグループ はびきの（浅野）☎ 090-8484-0090
■■とと■■きき 8 月 27 日㈭ 14:00 ～ 15:30　■■定定■■員員 5 人　　問問 ■■〆〆  込込8 月 27 日㈭　■■持持■■物物 筆記用具
楽しくヨガをしましょう！ ■■問問 ヨガ同好会（坂井）☎ 072-955-9208
■■とと■■きき 9 月 2 日㈬ 10:00 ～ 12:00　  ■■定定■■員員 7 人　■■〆〆  込込9 月 2 日㈬　■■持持■■物物 動きやすい服装・飲み物
フォークダンス（世界の民謡） ■■問問 フォークダンスサークル（尾形）☎ 090-1958-0528
■■とと■■きき 9 月 7 日㈪ 13:00 ～ 15:00　  ■■定定■■員員 10 人　　持持 ■■〆〆  込込9 月 7 日㈪　■■持持■■物物 運動靴・飲み物　
木目込み人形 ■■問問 若葉会（阪野）☎ 090-3266-9531　■■〆〆  込込8 月 31 日㈪
■■とと■■きき 9 月 16 日㈬ 13:00 ～ 16:00　■■定定■■員員 2 人　■■￥￥  所所2,000 円　　持持 ■■持持■■物物 エプロン・手拭き・手芸はさみ・木べら
Kei's English Studio ■■問問 Kei's English Studio（新開）☎ 090-5673-9358
■■とと■■きき 9 月 17 日㈭ 10:00 ～ 11:30　■■定定■■員員 5 人　■■〆〆  込込9 月 17 日㈭
少年少女合唱講座 ■■問問 羽曳野少年少女合唱団（紀）☎ 090-5065-8457
■■とと■■きき 9 月 19 日㈯ 14:00 ～ 15:30　■■定定■■員員 20 人　■■〆〆  込込9 月 18 日㈮　■■持持■■物物 筆記用具・飲み物

＜クラブ見学体験会＞ ■■対対■■象象  問問市内在住、在勤、在学の人
韓国語会話 ■■問問 羽曳野韓国語会話グループ（草開）☎ 072-957-0852
■■とと■■きき  9 月 2 日㈬ 10:20 ～ 11:50　■■定定■■員員 5 人　■■持持■■物物 筆記用具　■■申申■■込込 8 月1日㈯～ 9 月1日㈫
ジャズダンスキッズ（年中～小 3）■■問問 ジャズダンス キッズ①（森永）☎ 080-3814-8277
■■とと■■きき  問問9 月 5 日㈯ 13:30 ～ 15:00　■■定定■■員員 15 人　　問問 ■■持持■■物物 室内シューズ・飲み物・タオル
■■申申■■込込 8 月 18 日㈫～ 9 月 4 日㈮
ジャズダンスキッズ（小 4 ～中学）■■問問 ジャズダンス キッズ②（藤木）☎ 080-3814-8277
■■とと■■きき  問問9 月 5 日㈯ 15:00 ～ 16:30　■■定定■■員員 10 人　　問問 ■■持持■■物物 室内シューズ・飲み物・タオル
■■申申■■込込 8 月 18 日㈫～ 9 月 4 日㈮
対対

対対

陵南の森老人福祉センター　＜生きがい講座終活準備講習＞
「終活の必要性を、具体的に解説する。エンディングノートの活用。」
■■とと■■きき 8 月 24 日㈪ 13:30 ～ 15:00　　■■場場■■所所 陵南の森老人福祉センター 第 1 会議室
■■対対■■象象 市内在住の 60 歳以上　　■■定定■■員員 先着 15 人　
■■申申■■込込 8 月 3 日㈪ 10:00 ～電話か窓口で申込み（代理可）期期
■■問問 �陵南の森老人福祉センター ☎ 072-952-2751

（陵南の森老人福祉センター使用証が必要。持っていない人は、同センター事務所で交付します。）

▲申込はこちら

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき 8 月 9 日㈰ 9:00 ～ 12:00
　（修理受付 11:30 まで）
　※おもちゃの取扱説明書があれば持参
■■場場■■所所  所所市役所別館 2 階
■■問問 問羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315 （平日のみ）

パソコン、スマホ相談会
　困りごとを個別に対応、解決しますとと
■■とと■■きき 8 月 18 日㈫、9 月 15 日㈫
各日１３:00 ～１７:00（第３㈫開催予定）
■■対対��期期■■象象  問問市内在住　■■定定■■員員 き各日先着 6 人
■■場場■■所所  所所LIC はびきの３階 小会議室
■■￥￥  定定1 時間 500 円　
■■持持■■物物  験験ノートパソコン（貸出あり）
■■申申■■込込  験験スマートフォンで 2次元コードを読み
取り、ウェブサイトから申込（相談内容を
お伝えください）。
■■問問  問問羽曳野 ITサポート会（カワイ）
　it.habikino@gmail.com

大阪府立近つ飛鳥博物館 
8 月の催し【㈪休館】

令和 8 年度 夏季企画展「年代の定点」
9 月 6 日㈰まで
夏休みこども工作室　8 月 2 日㈰
勾玉づくり工房　8 月 16 日㈰
近つ飛鳥風土記の丘・博物館主催自然観察会

「風土記の丘を巡って、前方後円墳苔テラリ
ウムをつくろう」　9 月 23 日（水祝）
■■申申■・■・込込込込 ■■問問   問問大阪府立近つ飛鳥博物館
☎ 0721-93-8321　
FAX 0721-93-8325
　　各催しの日程や場所、
　　参加料ほか詳細はこちら▶

バドミントン連盟会長杯大会
参加者募集【9 月 27 日㈰】
男子ダブルス（１部・２部・３部（初心者））
女子ダブルス（１部・２部・３部（初心者））
シニアの部（50 歳以上）
※申込状況により種目変更の場合あり
■■場場■■所所 タケダハムはびきのコロセアム
■■対対■■象象 市バドミントン連盟登録者（高校生以上）
　※当日登録可能定定
■■￥￥  定定１人 1,500 円（高校生 1,200 円）
　※連盟員以外（高校生を除く）は
　　別途登録費 500 円
■■申申■■込込  験験9 月 1 日㈫までに FAX（電話で到着
確認）か郵送にて申込み
市役所別館３階生涯学習スポーツ課
☎ 072-958-1111
ＦＡＸ 072-956-7196
■■問問  問問羽曳野市バドミントン連盟会（大江）
☎ 080-5773-3752

ラージボール卓球講習会

　通常よりひと回り大きい卓球ボールで、初
心者でも扱いやすいです。指導スタッフがラ
ケットの握り方から指導します。シニア・初
心者・市外の方も大歓迎！（費用無料）
■■とと■■きき 8 月 29 日㈯ 12:30 ～ 15:00
■■場場■■所所 タケダハムはびきのコロセアム
■■持持■■物物 屋内シューズ（ラケット貸出あり）
　　 ※動きやすい服装でお越しください。
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  験験体育協会卓球連盟　

（水平）☎ 080-4240-6599
（小橋）☎ 090-5011-0475

市民プール 8 月 31 日㈪まで
※ 8 月 3 日㈪・１７日㈪休場
■■とと■■きき 9:30 ～１７:00 ※入水は 16:45 まで
■■場場■■所所 中央スポーツ公園内
（
２
時
間
）

料
　
金

大人（高校生以上） 400 円
小・中学生、障害者 200 円

未就学児 無料
■■問問  験験市民プール事務所　☎ 072-927-9157
※休場時は生涯学習スポーツ課
まで。その他詳細や混雑状況
などはウェブサイト参照▶▶▶

ちびっこグラウンド・ゴルフ
～親子ふれあいカップ～【小雨決行】
■■とと■■きき ９月 19 日㈯ 9:00 ～（受付 8:00 ～）
■■場場■■所所 健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場
■■対対■■象象 小・中学生（要保護者同伴）
■■定定■■員員 き先着 30 組
■■￥￥  定定小学生以下・障害者手帳お持ちの人：無料
中学生及び保護者：一人につき 350 円
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  験験9 月 9 日㈬までに窓口にて申込み
健康ふれあいの郷グラウンド ･ ゴルフ場
☎ 072-950-6611 ※㈭休場

コ
ミ
ュニ
ティセ
ン
タ
ー
　
教
室
生
募
集

丹治はやプラザ
樫山 251-1
☎ 072-937-2355

石川プラザ
古市 1541-1
☎ 072-950-2002

MOMO プラザ
羽曳が丘西 2-5-1
☎ 072-957-5553

誰でもできる
　ヨガと秘密のアンチエイジング教室㈫ 
己書教室㈬ ／ 太極拳教室㈬
リフレッシュヨガ教室㈬
はじめてのフラダンス教室㈮
ストレッチポール＆リズム体操㈮
手作りパン教室　8 月 6 日㈭
歌声くらぶ　8 月 25 日㈫

健康・美人大学㈪ ／ 楽しい『ZUMBA』ダンス㈫
フラダンス教室㈫ ／ からだ改革『ピラティス』㈫
やさしいヨガ教室㈭ ／ 健康いきいきクラブ㈭
ゆぅ～遊太極拳教室㈮ ／ 背骨コンディショニング㈮
土曜ベーシックヨガ教室㈯
ラブリーバッグブーケ FL アレンジ　8 月 7 日㈮
ドライヘッドトリートメント　8 月 21 日㈮
リフレクソロジー　9 月 10 日㈭
お花見フラワーアレンジ　9 月 11 日㈮
歌声くらぶ　9 月 15 日㈫

リフレッシュヨガ㈪㈬ ／ イブニングヨガ・ナイトヨガ㈭
ストレッチヨガ㈯ ／ アシュタンガヨガ㈯　
踊る健康・楽しい ZUMBA ㈰ ／ 背骨コンディショニング㈭
背すじ美人㈫ ／ 整うカラダピラティス㈰
きのくり健康教室㈪ ／ ぱ～んｐａ！パン教室㈯
ZUMBA ＋ PILATES ㈰ ／ 書を楽しむ教室㈮
STRONG NATION ㈰ ／ やさしいフラダンス教室㈫
茶道教室㈭㈯ ／ 楽しい和装教室㈫㈬
心もカラダも整うリラックス教室㈭
簡単♡大人のパン教室㈯ ／ まるごと韓国語文化教室㈮

市民体育館（西浦）教室生募集
☎ 072-958-2340
西浦 1047
■■申申■■込込  験験来館受付
朝 YOGA 教室㈯
NIGHTピラティス教室㈫
太極拳教室㈭
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ウィット　☎ 072-668-3275
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街かどから・・・

< 樫山 >森
もり

 梛
なぎ

斗
と
ちゃん

令和8年 2月生まれ母親の
蒔さん

母親の
季莉さん

< 誉田 >吉
よし

田
だ

 蒼
そ

詠
よ
ちゃん

令和7年 11月生まれ

< 東阪田 >

母親の
愛実さん

阪
さかぐち

口 稜
り く

空ちゃん

令和7年 4月生まれ

世界で1番可愛い我が家のアイドル！うまれてきてくれてありがとう♡
毎日元気いっぱいあそぼうね！

にぃにねぇねがだいすき♡
生まれてきてくれてありがとう♡♡

小学生空手道選手権大会で健闘
　第 49 回小学生空手道選手権大会において、優秀な成績を収め
た市内児童の皆さんが、報告に市役所を訪問してくださいました。
山口棋

き
佑
すけ

（高鷲小１年） 優勝 岡田夢
ゆ あ ん

杏音（羽曳が丘小２年） ４位
山口凌

り ょ う
央（高鷲小３年）優秀選手 樋口晃

こうだい
大（羽曳が丘小４年） 優秀選手

おめでとうございます。山口棋佑さん、岡田夢杏音さんは全日本
少年少女空手道選手権大会（８月開催）へ出場予定です。ご健闘
をお祈りいたします。（※大会結果表中 敬称略）

地域で交流「さわやかふるなん」
　6 月 25 日㈭、古市南校区の民生委員・児童委員が主催する、
一人暮らし高齢者を対象とした催し「さわやかふるなん」が開
催されました。血管年齢測定をしたり、お茶を飲みながら楽し
くお話しをされていました。また、福祉専門職も参加しており、
身体や生活の相談に乗ったりと、色々な立場の方が気軽に交流
できる場となりました。この取組みは様々な企画で年 3 回開催
されています。

フルコンタクト空手の近畿大会で優勝
　妹

せ の
野 凛

りん
太
た

郎
ろう

さんが、5 月に開催されたフルコンタクト空手
の近畿大会「第 11 回 近畿空手道選手権大会」（中学 1 年男子
52kg 以上）で優勝されました。おめでとうございます。妹野
さんは来年 1 月の全国大会出場が決定しており、「優勝を目指
します」と
力強く話し
てください
ました。全
国大会での
ご健闘をお
祈りいたし
ます。

羽曳野市における住宅耐震化促進事業及び
被災建築物応急危険度判定業務の連携に関する協定を締結
　6 月 19 日㈮、特定非営利活動法人『人・家・街 安全支援機構』

（LSO）と羽曳野市は「羽曳野市における住宅の耐震化促進及
び災害時における被災建築物応急危険度判定等の協力に関する
連携協定」を締結しました。本協定により、営利を目的としな
い中立な専門家による無料の耐震相談窓口を市民の皆様へ紹介
することができ、また、万が一の震災時には同法人の建築士
が「応急危険度判定員」として市の業務をバックアップする応
援体制の確立が可
能となります。今
後、緊密に連携し、
安心して暮らせる

「災害に強いまち
づくり」に取り組
んでまいります。

66月月1199日㈮日㈮、、市役所にて市役所にて

66月月23日㈫23日㈫、、市役所にて市役所にて
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ご寄附（企業版ふるさと納税）ありがとうございます【株式会社宮田シャーリング様】
　株式会社宮田シャーリング様より本市が取り組む地方創生事業に対して地方創生応援税制（企業版
ふるさと納税 ) を活用したご寄附をいただきました。

百歳花束の贈呈　6 月 2 日、18 日に、山入端市長が市内在住の百歳を迎えた方を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を贈呈しました。
これからも元気で健康な日々を過ごされますようお祈りいたします。※訪問に際しては、手指消毒や感染防止対策を徹底しています。

・・・HABIKINO CITY TOPICS

阪口 益子 様

榎並 園子 様

鈴木 智洋子 様 藤田 清美 様

杉山 咲子 様

内田 惠 様

森本 治子 様

地域福祉フォーラムを開催しました
　羽曳野市では、今年３月に「第５期羽曳野市地域福祉計画・第５期羽曳野市地域
福祉活動計画」を市と社会福祉協議会が共同で策定しました。
　それに伴い、７月３日㈮、陵南の森公民館に、地域で活躍されている校区福祉委
員会やボランティアの皆さまにお集まりいただき、計画の実践に向けた研修会とし
て「羽曳野市地域福祉フォーラム～みんなの想いがカタチになる　ふくしのまちづ
くり」を開催しました。羽曳野市地域福祉推進委員会委員長の新﨑国広氏の講演や、
各校区が取り組んでいく目標等について発表しました。また、参加者の皆さんの地
域への想いを書いたカードでウィッシュツリー「はびきのの未来の
木」を作成し、これからの地域づくりについて夢を共有しました。
　羽曳野市では地域の皆さまと共に、支えあいのまちづくりに取り
組んでいます。

（ウィッシュツリーは 8 月 31 日㈪まで市役所別館 1 階で展示）

第５期羽曳野市地域福祉計画・第５期羽曳野市地域福祉活動計画
～誰もがいつまでも安心して暮らし続けられる支えあいのまち 羽曳野～

地域への想いを書いた地域への想いを書いたウィウィッシュツリーッシュツリー

▲羽曳野市地域福祉 推進委員会委員長
　新﨑 国広さんによる講演会
◀校区福祉委員会やボランティアの皆
　さまが、講演会や各校区の目標など
　に耳を傾けました。
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広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM総合企画　☎072-275-5449

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

性犯罪にあわないための対策
　〇周囲の状況をみて、不審者がいないか確認しましょう。
　〇スマホを操作しながらやイヤホンで音楽を聴きながらなどの「ながら歩き」は、
　　周囲に対する注意力が散漫となるのでやめましょう。
　〇人通りの多く明るい道を選びましょう。
　〇防犯ブザーなど大きな音が出る防犯グッズを活用しましょう。
　〇知らない人から声をかけられたらできるだけ近づかず対応し、大声を出したり、逃げることも考えておきましょう。
　〇自宅が近くなっても、家に入るまで油断しないようにしましょう。
　〇一人での帰宅を避けるために、家族に迎えにきてもらったり、タクシーで自宅まで帰宅するなどの対策も有効です。

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
https://www.hasyakyo.net　 E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

善意のご寄付ありがとうございます（令和 8 年 6 月）
浅田 照次　￥20,000　　　　　　　　浅田 悦弘　￥10,000
羽曳野市グラウンド・ゴルフ協会　　　　　　　　  ￥ 5,000
メディカルサービス㈱ 訪問看護ステーションつながり　    ￥ 5,000つながりケアプランセンター
匿名　￥ 2,000　　JA大阪南女性会羽曳野支部　雑巾175 枚

※
敬
称
略
、
受
付
日
順

ベビっこひろば ＜ベビーハウス社協 ☎ 072-930-0240＞
8月の「ベビっこひろば」はお休みです

愛の献血にご協力お願いします
■■日日■■時時  時8 月 7 日㈮ 10:00 ～ 16:30
■■場場■■所所 LICはびきの（羽曳野ライオンズクラブ）
●献血カードを持っている人は 
　「献血方法別次回献血可能日」を確認してください。
●本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
　保険証など）の提示をお願いする場合があります。

けんけつちゃん

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター

シルバー会員募集中
 ■ ■対 対対対■■象象  象象市内在住で満 60 歳以上の
　　  健康で働く意欲のある人

今すぐ受講可能！
Web入会説明会

はこちら▶

野々上 4-5-12 ( シルバーワークプラザ )　☎ 072-936-1500   FAX  072-936-1511
https://habikinosc.ec-net.jp　             E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

和歌山日帰りバスツアー開催【定員 80人程度】
秋の味覚を満喫！和歌山の歴史とお買い物を楽しむ日帰りの旅。
みんなでワイワイお出かけしませんか？
○市在住、60 歳以上の人対象（会員以外も可）
〇集合場所は市役所と陵南の森が選べます。
■■日日■■時時  11月 23日㈪㈷　
■■￥￥ 12,000円（税込）
■■申申■■込込  8月17日㈪～事務局にて受付
　　※お金を添えてお申し込みください。

＜対面式の入会説明会（各日13:30 ～）＞
市役所別館 2 階 研修室 シルバー人材センター3 階 研修室

8 月 20 日㈭、9 月17日㈭ 8 月14 日㈮、9 月11日㈮

＜講座①②について＞
　○市在住、60 歳以上の人対象（会員以外も可）
　〇実施場所は羽曳野市シルバー人材センター
　〇申込は電話もしくは事務局にて。要予約

①無料！終活のための準備講座
■■日日■■時時  8月 27日㈭ 13:30～

② 60 歳からのヨガ講座 ～未経験者大歓迎～
■■日日■■時時  8月 13日㈭ 15:30～ 16:30 ※駐車場有
■■￥￥  500円（シルバー会員は無料）
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

4 日㈫・18 日㈫・25 日㈫・
9 月 1日㈫ 13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 ■■相相■■談談 対面（要予約、相談時間 30 分、年度内 1人1回） 

■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学の人　■■定定■■員員 1日 8 人
※陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）
☎ 072-957-4000

6 日㈭・20 日㈭・
9 月 3 日㈭ 13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 12 日㈬ 13:00 ～15:00 市役所1階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見など。　
■■相相■■談談 対面  ☎ 072-958-1111 内線 1070　

税理士による
無料税務相談センター 19 日㈬・28 日㈮ 13:00 ～16:00 市役所1階

税務相談コーナー（市民相談室）

所得税・相続税や経理に関する相談（申込は電話先着順）相相
■■相相■■談談 対面・相談時間 30 分　■■対対■■象象 一般納税者で、税理士関与がない人　
近畿税理士会 富田林支部 事務局 ☎ 0721-25-6250 ㈪～㈮10:00 ～14:00

女性相談
5 日㈬ 13:30 ～16:30 市役所 4 階 人権推進課

人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱える悩み。
■■相相■■談談 電話か対面（要予約）☎ 072-958-1111 内線 1055

26 日㈬ 13:30 ～16:30 陵南の森（※対面のみ）
女性相談支援員に
よる女性相談

㈪㈫・㈭㈮［㈷除く］
10:00 ～15:00 市役所 4 階 人権推進課

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜12:00　
13:00 ～16:00 ※受付 15:30 まで 市役所消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関すること。

■■相相■■談談 原則：電話（予約優先）☎ 072-947-3715

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化センター
内および 経済労働課内） ■■相相■■談談 電話か対面　※就職斡旋は行いません。☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会 第1・第 3 ㈮ 13:00 ～17:00 市役所別館 1階 相談室 南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

多重債務無料相談 ㈪～㈮ [㈷除く]9:00～12:00、13:00～
17:00

近畿財務局（大阪市中央区大手前
4-1-76　大阪合同庁舎 4 号館）

借金問題について解決方法をアドバイス。まずはお電話ください。
☎ 06-6949-6523

育児相談
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 市立保健センター こども家庭支援課 ☎ 072-956-1000

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

■■相相■■談談 電話か対面
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］10:00 〜16:00 教育研究所（旧西浦幼稚園） ☎ 072-958-7867

進路選択支援相談 ㈫ 9:00〜17:00 ／㈮ 13:00〜
17:00

羽曳野市立教育研究所
（旧西浦幼稚園）

進学・就学に向けての相談・助言、各種奨学金や貸付制度などの活用など。
☎ 072-958-0155

学習相談（生涯学習） 毎日［㈷除く］9:00 〜17:00 LIC はびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650　市民大学ウェブサイトでも受付。

ひとり親家庭相談 ㈫㈮ 9:15 〜17:00 市役所 1階 こども政策課 ■■相相■■談談 要予約　こども政策課 ☎ 072-947-3836（直通）

障害者生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方の相談、障害者の就業に関する相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604
㈪ ～ ㈮［㈷除く］8:45 〜17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方の相談。☎ 072-950-1530／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方の相談。☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-953-0519

障害者雇用相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 支援センターはる 知的・身体・精神など障害者の就業に関する相談。
南河内北障害者就労・生活支援センター  ☎ 072-957-7021内線1150／ FAX 072-957-1604

ボランティア相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00

総合福祉センター2 階 ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-958-2315

介護相談 市役所 A 棟1階 ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ①総合福祉センター2 階
②社会福祉協議会　西部事務所

■■相相■■談談 電話か対面　
社会福祉協議会 　①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 総合福祉センター2 階 生活困窮の様々な原因に応じて支援計画を策定し、自立支援を行います。
■■相相■■談談 電話か対面　☎ 072-958-2315

青少年に関する相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 ～17:45 大阪府富田林子ども家庭センター 青少年（16 ～おおむね 25 歳）が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）
大阪府富田林子ども家庭センター　☎ 0721-25-1553

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に関すること。　■■相相■■談談 電話か対面
地域人権協議会 ☎ 072-937-0860

広域人権相談窓口
（通年）

柏原市 9:00 ～16:30［㈯㈰㈷除く］
藤井寺市 9:00～12:00、13:00～16:00［㈰除く］
大阪狭山市 9:00 ～17:30［㈯㈰㈷除く］
羽曳野市 9:00 ～17:00［㈯㈰㈷除く］

柏原市役所人権推進課 ☎ 072-972-6100
藤井寺市立市民総合会館 ☎ 072-939-1118
広報広聴・人権啓発グループ ☎ 072-360-4287
羽曳野市立人権文化センター ☎072-937-0860

羽曳野市民でも、柏原市、藤井寺市、大阪狭山市の相談窓口で人権に
関する相談が可能です。　■■相相■■談談 無料・秘密厳守

8 月の相談日程（無料）～ お気軽にご相談ください ～

　全国一斉「こどもの人権相談」強化週間「こまってない？なやんでない？いっしょにかんがえよう！」
いじめ、不登校、体罰、児童虐待など、こどもをめぐる
人権問題に関する相談を人権擁護委員または法務局職員
がお聞きします。相談は無料で、秘密は必ず守ります。
☎０１２０-007-110（ぜろぜろななのひゃくとおばん）

【とき】8 月 28 日㈮～ 9 月 3 日㈭ 8:30 ～ 19:00
　　　（８月 29 日㈯・30 日㈰は 10:00 ～ 17:00）

【問合せ】大阪法務局人権擁護部　☎ 06-6942-9492

※インターネット、ＬＩＮＥでも
　相談を受け付けています。

（インターネット人権相談窓口ＵＲＬ）
　https://www.jinken.go.jp/kodomo

（ＬＩＮＥ公式アカウント）
　＠ linejinkensoudan

こども人権 SOS チャット▲
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第
2
回
定
例
会

令
和
8
年
第
2
回
定
例
会
は
、
6
月
4
日

か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、令
和
8
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
議
案
に
つ
い
て

慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

生
活
に
関
わ
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
意
見
や
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
16
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

教
育
、
福
祉
、
防
災
、
環
境
、
地
域
活
性
化
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
な
ど
、
市
民
生
活

に
密
接
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
、
市

の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政

に
反
映
し
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

本
号
で
は
、
定
例
会
で
の
主
な
審
議
内
容
や

議
決
結
果
、
一
般
質
問
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

5
月
28
日
㈭

6
月
4
日
㈭

6
月
15
日
㈪ 

6
月
16
日
㈫

6
月
17
日
㈬

6
月
22
日
㈪

6
月
25
日
㈭

6
月
29
日
㈪

6
月
30
日
㈫

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
1
日
目

 

・
議
案
審
議

〇
本
会
議
2
日
目

 

・一
般
質
問（
5
議
員
質
問
）

〇
幹
事
長
会
議

〇
本
会
議
3
日
目

 

・一
般
質
問（
5
議
員
質
問
）

〇
本
会
議
4
日
目

 

・一
般
質
問（
6
議
員
質
問
）

〇
幹
事
長
会
議

〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

〇
幹
事
長
会
議

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
5
日
目

 

・
委
員
長
報
告
等

◇◇
定
例
定
例
会
の
あ
ゆ

会
の
あ
ゆ
みみ
◇◇

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
沼
元
さ
え
か

（
大
阪
維
新
の
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

１
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
８
年
度
羽
曳
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）】

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金

の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
的
な
弾
力
性

を
確
保
し
つ
つ
、
市
民
の
意
見
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も

に
、
長
期
的
な
財
源
の
安
定
を
図
る
観
点

か
ら
、新
た
な
財
源
確
保
の
必
要
性
も
含
め
、

慎
重
な
運
用
を
行
う
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化
に
係
る
設
計
委
託
料

に
つ
い
て
は
、
運
用
方
法
や
環
境
整
備
の

在
り
方
、
利
用
料
金
の
据
え
置
き
等
に
つ
い
て

検
討
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
、
併
せ
て
、

今
後
定
期
的
に
必
要
と
な
る
人
工
芝
の
張

替
え
費
用
等
の
予
算
の
確
保
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

市
民
会
館
の
解
体
に
伴
い
必
要
と
な
る
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
調
査
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
を
最
優
先
と
し
、
業
者
選
定
に
あ
た

っ
て
は
一
層
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
の
意
見

に
加
え
て
、
市
民
会
館
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
も
、
今
後
十
分
な
検
討
を
行
う
よ
う

要
望
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
他
歳
出
に

つ
い
て
も
、
内
容
と
し
て
特
に
問
題
と
な
る

点
は
な
く
、
審
査
の
結
果
、
本
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
　
百
谷
孝
浩（

大
阪
維
新
の
会
） 

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

１
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
市
民
会
館
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　
他
団
体
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
公
共
施
設
を

廃
止
す
る
条
例
を
解
体
前
、
直
ち
に
制
定

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

反
対
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
設
備
等
の
故
障
や
破
損
等
に

よ
り
休
館
と
な
っ
て
お
り
、
再
度
利
用
す
る

際
に
も
安
全
面
で
の
不
安
が
伴
う
こ
と
、

ま
た
、
耐
震
性
能
が
低
く
、
施
設
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
改
修
費
用
や
運
用
経
費

が
高
額
と
な
り
市
の
財
政
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
を
理
由
と
し
、
ま
た
、
近
隣
施
設

等
の
代
替
え
施
設
を
、
市
民
の
方
が
利
用

し
易
い
よ
う
に
運
用
す
る
こ
と
、
跡
地
の

利
用
に
つ
い
て
は
近
隣
地
域
の
施
設
等
を

考
慮
す
る
等
、
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
て
、

市
民
目
線
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
等
を
要
望
し
、
賛
成
と
す
る
者
４
名
の

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

令和 8 年第 2 回定例会報告令和 8 年第 2 回定例会報告
　　　　　　議決結果・一般質問等　　　　　　議決結果・一般質問等

令和8年 8月号
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告　   ５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（羽曳野市税条例の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（令和 7 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 13 号））
専決処分の報告について（令和 7 年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第 2 号））
繰越明許費繰越計算書について（令和 7 年度羽曳野市一般会計予算）
令和 7 年度羽曳野市下水道事業会計予算の繰越しについて
令和 7 年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について
令和 8 年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について
令和 7 年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について
令和 8 年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について
令和 7 年度一般財団法人大阪はびきの観光局の事業状況及び決算の報告について
令和 8 年度一般財団法人大阪はびきの観光局の事業計画及び予算の報告について
地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について

報　　告
承　　認
承　　認
承　　認
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告

議　案　  36
37

38
39

40
41
42

43

44
45
46
47
48
49
50
51

農業委員会の委員の任命に係る同意について
柏羽藤環境事業組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴う柏羽藤環境事業組合規約の変更に
関する協議について
大阪府後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について
大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に
関する協議について
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
羽曳野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の
制定について
羽曳野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について
羽曳野市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市市民会館条例を廃止する条例の制定について
令和 8 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 1 号）
令和 8 年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第 1 号）
救助資機材搭載型消防ポンプ自動車の取得について
羽曳野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
令和 8 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 2 号）

同　　意
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決

原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

意　見　   １ ドナーミルクの利用拡大を求める意見書 即日原案可決

決　議　   １ 阪本菜津代議員関係事業所にかかる障害児通所給付費不正請求に関する調査に関する決議 即日原案可決

諸般の報告　①柏羽藤環境事業組合議会
　　　　　　②大阪南消防組合議会 報　　告

各常任委員会の所管事項に関する調査について 決　　定

 第 2 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新の会大阪維新の会 自由民主党・自由民主党・
ももっっとと羽曳野議員団羽曳野議員団 公明党公明党 日本共産党日本共産党 市民クラブ市民クラブ

会 派 に会 派 に
属さない属さない

議  員議  員

議
員
名

        

結
果  

沼
元
　
さ
え
か

清
水
ひ
で
た
だ

ま
り
や
ま
百
合
子

大
坪
　
正
尚

阪
本 

菜
津
代

百
谷
　
孝
浩

阪
倉
　
禎
明

黒
川
　
　
実

田
中
も
と
か
ず

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

古
澤
　
　
悟

石
田
　
幸
平

南
　
　
　
玲

笹
井
喜
世
子

樽󠄀
井
佳
代
子

花
川
　
雅
昭

麻
野
　
彰
子

議案 46 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 

長
〇 〇 × × × 〇 〇 〇

決議　1 即日原案可決 × × × × － × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

※外園康裕議員は議長職のため採決には加わらず。
※決議 1 号については、地方自治法 117 条の規定により、阪本菜津代議員は議場を退出となるため採決には加わらず。
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て
》

●
質
問　
新
た
な
防
災
気
象
情
報
は
ど
の
よ

う
な
点
で
避
難
の
判
断
が
し
や
す
く
な
っ
た

の
か
。
線
状
降
水
帯
予
測
情
報
や
キ
キ
ク
ル

な
ど
の
防
災
気
象
情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
、
防
災
対
応
へ
つ
な
げ
て
い
る
の
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
計
画
、
更
新
後
の

市
民
へ
の
周
知
方
法
を
伺
う
。

●
答
弁
　
警
報
や
注
意
報
の
名
称
に
避
難

情
報
と
整
合
し
た
レ
ベ
ル
が
付
記
さ
れ
て

い
る
、
河
川
の
氾
濫
の
危
険
度
は
河
川
の

区
分
に
応
じ
て
発
表
さ
れ
る
、
避
難
情
報

レ
ベ
ル
4
相
当
の
情
報
は
危
険
警
報
と
し
て

発
表
さ
れ
、
市
民
の
方
々
に
と
っ
て
避
難
の

目
安
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
。
線
状
降
水

帯
に
よ
る
大
雨
発
生
な
ど
が
気
象
消
防
速
報

と
し
て
の
発
表
は
、
災
害
へ
の
事
前
の
備
え

に
大
き
く
資
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
防
災
気
象
情
報
の
周
知
は
、
市

広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
記
事
掲
載
を

行
い
、
本
年
度
に
更
新
を
予
定
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
、
新
た
な
防
災
気
象
情
報
を

掲
載
し
全
戸
配
布
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
情
報
伝
達

体
制
の
構
築
。
市
民
が
実
際
に
確
認
し
、

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
把
握
で
き
る

よ
う
、
分
か
り
や
す
い
周
知
と
活
用
促
進
。

最
新
の
防
災
気
象
情
報
を
最
大
限
活
用
し
な

が
ら
、
地
域
防
災
の
向
上
と
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
防
災
体
制
の
構
築
を
強
く
要
望

す
る
。

《
特
別
教
室
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る

特
別
教
室
等
の
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
る
教
室
数
。
普
通
教
室
と
特
別
教
室
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
補
助
制
度
を
活
用

し
て
き
た
の
か
。
今
後
、
特
別
教
室
の
空
調

整
備
を
ど
の
よ
う
な
方
針
で
進
め
る
の
か

伺
う
。

●
答
弁
　
現
在
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

る
教
室
は
74
教
室
、
未
設
置
教
室
は
77
教
室
。

補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
普
通
教
室

を
対
象
に
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例

交
付
金
を
活
用
。
設
置
に
至
っ
て
い
な
い

特
別
教
室
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
の
良
好

な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
現
場

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
い
な
が
ら
、
利
用

頻
度
や
教
育
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
の
観
点

を
踏
ま
え
、
未
設
置
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

整
備
計
画
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
で
き

る
限
り
前
倒
し
の
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

《
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
が
進
め
る
部
活
動
の
地
域

展
開
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
動
き
と
し
て

部
活
動
の
地
域
移
行
は
さ
れ
て
い
く
の
か
。

●
答
弁
　
地
域
移
行
に
関
す
る
取
組
に

つ
い
て
、
自
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が

な
い
生
徒
の
活
動
機
会
を
保
障
す
る
た
め

に
、
市
内
全
校
か
ら
の
受
入
れ
を
行
っ
て

い
る
拠
点
校
部
活
動
を
正
式
に
導
入
し
て

い
る
。
文
部
科
学
省
か
ら
部
活
動
改
革
及
び

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る

総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
今
年
度
か
ら

改
革
実
行
期
間
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

地
域
移
行
の
受
皿
と
し
て
民
間

ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
、
部
活
動

の
実
質
的
な
有
料
化
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
保
護
者
の
負
担
の
拡
大
も
懸
念

さ
れ
る
為
、
市
独
自
の
補
助
制
度
の
創
設
を

検
討
、
大
阪
府
人
材
バ
ン
ク
の
活
用
も
要
望

す
る
。

一
般
質
問

麻
野
彰
子

　
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

《
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
野
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
3
0
0
名
で
あ
り
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

登
録
者
数
は
55
名
と
な
っ
て
い
る
。
支
援
に

つ
な
が
り
に
く
い
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
や

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、
医
療
・
福
祉
・
民
間

と
の
連
携
、
保
護
者
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
の
調
査

に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
教
室
」「
ア
サ
ガ
オ
教
室
」
で

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
録
の

な
い
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
も
、
別
室
登
校

や
保
健
室
登
校
、
家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

●
質
問　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
状
況

や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
の
体
制
、
今
後
の

支
援
体
制
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
セ
ン
タ
ー
未
登
録
の
児
童
・
生
徒

に
つ
い
て
も
学
校
が
状
況
を
把
握
し
、
相
談

支
援
や
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
を
減
ら
す
こ
と
だ
け
で

な
く
、「
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
何
ら
か

の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
」
を
目
標

に
取
り
組
む
。

●
要
望　

不
登
校
支
援
は
学
校
だ
け
で

な
く
、
医
療
・
福
祉
・
地
域
・
民
間
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
復
帰
の
み
を

目
的
と
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
不
登
校
の

背
景
や
要
因
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

安
心
し
て
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、

多
様
な
学
び
の
場
や
居
場
所
づ
く
り
の

さ
ら
な
る
充
実
を
要
望
す
る
。

《
羽
曳
野
市
に
お
け
る

資
源
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
》

●
質
問　

資
源
ご
み
の
回
収
量
や
資
源
化

の
流
れ
、
売
却
益
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
分
別
し
て
排
出

し
た
資
源
物
の
持
ち
去
り
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
の
状
況
、
現
在
実
施
し
て
い
る

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
令
和
7
年
度
は
鉄
54.
85
ト
ン
、

ア
ル
ミ
20.
18
ト
ン
、
ガ
ラ
ス
2
8
8.
58 

ト
ン
を
回
収
し
て
い
る
。
回
収
後
は
資
源

化
施
設
で
選
別
し
、
有
価
物
と
し
て
売
却

し
て
い
る
。
売
却
益
は
柏
羽
藤
環
境
事
業

組
合
の
歳
入
と
な
り
、
本
市
の
分
担
金

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
持
ち

去
り
量
や
損
失
額
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

●
質
問　

他
自
治
体
で
は
持
ち
去
り
禁
止

条
例
や
警
告
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
条
例
制
定

や
看
板
設
置
な
ど
の
対
策
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

●
答
弁
　
資
源
物
の
適
正
管
理
は
重
要
で

あ
り
、
他
自
治
体
の
制
度
運
用
や
効
果
を

注
視
し
な
が
ら
、
本
市
に
適
し
た
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

資
源
ご
み
は
市
民
の
皆
様
と

行
政
が
協
力
し
て
生
み
出
し
た
大
切
な

地
域
資
源
で
あ
る
。
ま
ず
は
持
ち
去
り

禁
止
シ
ー
ル
や
看
板
設
置
な
ど
、
市
民

へ
の
啓
発
に
つ
な
が
る
対
策
を
検
討
し
、

貴
重
な
資
源
を
守
る
取
組
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
資
源
ご
み
を
排
出
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
を
要
望
す
る
。
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阪
本
菜
津
代

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
高
齢
者
支
援
と
マ
イ
・
ノ
ー
ト
の
活
用
》

●
質
問　

単
身
や
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

が
増
加
す
る
中
、
本
市
の
支
援
体
制
と

課
題
の
捉
え
方
を
問
う
。
ま
た
、
人
生

会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
普
及
に
向
け
、
市

独
自
の
「
マ
イ
・
ノ
ー
ト
」
を
単
に
配
る

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
ペ
ン
を
持
っ
て

書
く
場
を
提
供
す
る
よ
う
な
伴
走
型
の

作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
開
催
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

●
答
弁
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓
口

と
な
り
、
住
宅
確
保
や
医
療
機
関
と
の

調
整
等
の
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
マ
イ
・

ノ
ー
ト
は
医
療
・
介
護
関
係
者
と
連
携

し
て
作
成
し
、
公
共
施
設
等
へ
配
架
し
て

い
る
。
現
在
は
地
域
団
体
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

は
若
い
世
代
へ
の
周
知
も
図
る
。

●
要
望　

市
民
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
前

向
き
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
出
前
講
座
を

発
展
さ
せ
た
定
期
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
伴
走
型

支
援
の
強
化
を
求
め
る
。
人
生
会
議
が

特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
身
近
な
も
の
と

し
て
定
着
す
る
よ
う
、
柔
軟
で
効
果
的
な

啓
発
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
空
家
対
策

に
も
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

《
子
ど
も
の
「
情
報
活
用
能
力
」
の
育
成
》

●
質
問　

1
人
1
台
端
末
の
活
用
状
況
と

今
後
の
方
向
性
を
問
う
。
ま
た
、
学
校

現
場
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
や
家
庭
と
の

連
携
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
力
の
格
差
を

な
く
す
た
め
の
質
の
標
準
化
に
つ
い
て

市
の
認
識
を
問
う
。

●
答
弁
　
端
末
を
文
房
具
と
し
て
日
々
の

学
習
や
意
見
共
有
で
有
効
活
用
し
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

ま
ず
は
教
職
員
の
研
修
期
間
と
し
、
児
童

生
徒
の
端
末
で
は
利
用
を
制
限
し
て
い
る
。

指
導
力
の
標
準
化
に
向
け
て
は
、
各
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
者
を
対
象
と
し
た
定
期
研
修

と
、
校
内
へ
広
げ
る
サ
イ
ク
ル
を
回
し
市
内

の
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
質
の
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
。

●
要
望　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
全
教
職
員
が

自
信
を
持
っ
て
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
継
続
的

な
支
援
を
求
め
る
。
ま
た
、
制
限
す
る
だ
け

で
な
く
、
Ａ
Ｉ
を
自
ら
考
え
る
力
を
伸
ば
す

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
賢
く
主
体
的
に
使
え
る

先
進
的
な
活
用
教
育
へ
と
進
め
て
ほ
し
い
。

情
報
モ
ラ
ル
、
活
用
教
育
の
双
方
を
車
の

両
輪
と
し
て
推
進
し
、
こ
こ
羽
曳
野
市
か
ら

新
し
い
時
代
の
学
び
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

次
々
と
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
歴
史
遺
産
の
保
存
と
活
用
》

●
質
問　

史
跡
通
法
寺
跡
の
整
備
計
画
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
方
向
性
を
確
認
。
ま
た
、

河
内
源
氏
発
祥
の
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
、
他
都
市
の
源
氏
ゆ
か
り
の
自
治
体

と
の
広
域
連
携
や
、
地
域
住
民
・
子
ど
も

た
ち
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を

ど
う
築
く
か
問
う
。

●
答
弁
　
令
和
8
・
9
年
度
に
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
、10
年
度
か
ら
山
門
等
の
修
繕

に
着
手
す
る
。
今
後
は
多
田
源
氏
（
兵
庫
県

川
西
市
等
）
ゆ
か
り
の
市
町
村
の
取
組
を

調
査
研
究
し
連
携
を
目
指
す
。
ま
た
、
学
校

へ
の
出
張
授
業
等
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に

歴
史
を
伝
え
、
将
来
的
に
地
域
が
主
役
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
て
い
く
。

●
要
望　
ハ
ー
ド
整
備
に
合
わ
せ
、
他
都
市

連
携
や
教
育
現
場
と
の
連
動
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
施
策
を
計
画
に
織
り
込
み
、
実
効
性

を
高
め
て
ほ
し
い
。
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
等
も
視
野
に
入
れ
、
郷
土
愛
を
育
む

取
組
を
期
待
す
る
。

石
田
幸
平
（
日
本
共
産
党
）

《
自
転
車
の
安
全
な
走
行
に
つ
い
て
》

●
質
問　
歩
道
と
車
道
の
段
差
、
側
溝
周
辺

の
凹
凸
な
ど
、
自
転
車
利
用
者
に
と
っ
て

危
険
な
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
自
転
車
の

青
切
符
制
度
の
導
入
に
当
た
り
、
何
か
特
別

に
安
全
な
道
路
環
境
整
備
に
取
り
組
ま
れ

て
き
た
の
か
問
う
。

●
答
弁
　
舗
装
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

●
質
問　
自
転
車
は
、
段
差
や
舗
装
の
剥
が

れ
で
も
転
倒
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
り
、
特
に
雨
天
時
や
夜
は
大
き
な
危
険
性

を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
自
転
車
が
安
全
に
通
行

で
き
る
道
路
環
境
整
備
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
自
転
車
利
用
者
の
安
全
確
保
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

道
路
の
整
備
、
改
善
す
る
具
体
的
な
計
画

は
あ
る
の
か
問
う
。

●
答
弁
　
新
た
な
具
体
的
整
備
計
画
は
な
い

が
、
自
転
車
利
用
者
を
含
め
た
全
て
の

 

道
路
利
用
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

●
要
望　

道
路
の
安
全
確
保
は
個
人
の

努
力
だ
け
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
市
が

積
極
的
に
道
路
整
備
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
事
故
が
起
き
な
か
っ
た

か
ら
よ
か
っ
た
で
は
な
く
、
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
に
備
え
る
、
こ
の
姿
勢
こ
そ
が

行
政
の
重
要
な
役
割
。
市
民
か
ら
の
通
報

を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
、
今
後
さ
ら
な
る
道
路

点
検
の
強
化
と
維
持
補
修
を
強
く
要
望
。

《
空
家
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

長
期
間
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い

空
家
は
、
草
木
が
生
い
茂
っ
て
、
今
、
ア
ラ

イ
グ
マ
も
住
み
、
通
行
の
妨
げ
や
衛
生
環
境

の
悪
化
だ
け
で
は
な
く
、
見
通
し
が
悪
く

な
る
こ
と
で
防
犯
面
へ
の
影
響
、
さ
ら
に

は
放
火
の
危
険
性
に
も
つ
な
が
り
、
地
域

全
体
の
安
全
・
安
心
に
係
る
重
大
な
問
題
。

緊
急
性
が
高
い
ケ
ー
ス
に
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

●
答
弁
　
令
和
7
年
度
の
当
市
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
件
数
は
、
新
規
77
件
、
継
続
81
件

の
合
計
1
5
8
件
で
、
相
談
後
、
速
や
か

に
現
地
を
確
認
し
、
適
正
管
理
を
促
す

通
知
文
を
送
付
し
て
い
る
。

●
質
問　
地
域
住
民
か
ら
は
、
通
知
は
し
て

い
る
よ
う
だ
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
、

危
険
な
状
態
が
長
期
間
続
い
て
い
る
、

こ
う
い
っ
た
声
も
少
な
く
な
い
。市
と
し
て
、

よ
り
迅
速
に
対
応
を
強
化
す
る
具
体
的
な

計
画
は
あ
る
の
か
問
う
。

●
答
弁
　
庁
内
関
係
部
署
と
の
連
携
の

充
実
を
よ
り
一
層
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
毎
日

の
生
活
に
直
結
す
る
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

相
談
し
た
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
、

こ
う
い
っ
た
状
況
は
市
政
へ
の
信
頼
に
も

関
わ
る
。
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
は
、
問
題
が
大
き
く
な
っ
て

か
ら
対
応
す
る
の
で
な
く
、
問
題
が
小
さ
い

う
ち
に
迅
速
に
対
応
す
る
、
こ
の
姿
勢
が

重
要
。
相
談
あ
れ
ば
対
応
す
る
、
こ
う

い
っ
た
段
階
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
危
険

な
空
家
に
、
早
期
に
把
握
し
迅
速
な
改
善

に
つ
な
げ
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

空
家
が
原
因
で
事
故
や
問
題
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
過
ぎ
る
た
め
、
所
有
者
へ
の

働
き
か
け
の
強
化
、
関
係
機
関
と
の
連
携

樹
立
、
相
談
体
制
や
人
員
体
制
の
強
化

な
ど
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
空
家
対
策
の
さ
ら
な
る
体
制
づ
く
り

と
迅
速
な
改
善
を
強
く
要
望
す
る
。
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阪
倉
禎
明

　
（
自
由
民
主
党
・

 　
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
町
会
・
自
治
会
活
動
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

羽
曳
野
市
の
発
展
は
市
民
に

よ
る
力
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
町
会
・
自
治
会
は
親
睦

の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
犯
・
防
災
の
要

で
あ
り
、
高
齢
者
や
子
ど
も
達
の
見
守
り
や

環
境
整
備
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

地
域
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
町
会
・
自
治
会
の
担
い
手
不
足

や
加
入
率
低
下
に
対
す
る
市
の
現
状
認
識

及
び
見
解
に
つ
い
て
、
町
会
・
自
治
会
の

負
担
軽
減
、
活
動
効
率
化
に
向
け
た
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
の

町
会
加
入
率
は
61.
48
％
で
、
こ
こ
10
年
で

約
13.
5
％
低
下
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、

転
入
時
の
加
入
案
内
や
各
種
助
成
事
業
、

役
員
負
担
軽
減
の
取
組
み
や
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
は
町
会
・

自
治
会
の
皆
様
の
声
を
伺
い
、
他
の
自
治
体

の
導
入
実
績
等
を
検
証
し
、
効
率
的
な
支
援

へ
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
に
意
欲

あ
る
地
域
を
先
導
役
と
し
た
モ
デ
ル
実
証

の
実
験
及
び
自
治
会
加
入
メ
リ
ッ
ト
の

可
視
化
を
推
進
す
る
施
策
を
強
く
要
望

す
る
。

《
防
災
備
蓄
に
お
け
る

口
腔
ケ
ア
用
品
の
拡
充
に
つ
い
て
》

●
質
問　

阪
神
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
避
難
生
活

の
中
で
口
の
中
を
清
潔
に
保
て
な
か
っ
た

南
　
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
登
下
校
時
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
事
件
や

事
故
に
つ
い
て
、
登
下
校
の
時
間
帯
に

被
害
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
登
下
校

時
の
安
全
確
保
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

当
市
で
も
登
下
校
時
の
見
守
り
隊
な
ど
の

取
組
が
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
や
活
動
者

の
固
定
化
、
定
年
延
長
や
共
働
き
世
帯
の

増
加
な
ど
の
影
響
で
担
い
手
不
足
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
登
録

や
構
成
、
保
障
な
ど
当
市
の
見
守
り
隊
の

現
状
を
聞
く
。

●
答
弁
　
各
小
学
校
区
に
お
い
て
、
町
会

や
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
委
員
な
ど

合
計
で
3
8
2
名
登
録
。
ま
た
活
動
中
の

事
故
等
に
備
え
、
登
録
さ
れ
た
見
守
り
隊
員

を
対
象
に
、
市
が
加
入
し
て
い
る
全
国

市
長
会
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
よ
り

補
償
を
行
っ
て
お
り
、
安
全
な
活
動
環
境

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　

現
在
地
域
で
見
守
り
隊
の
方
が

立
っ
て
い
る
所
は
事
故
が
起
こ
る
可
能
性

が
高
く
、
信
号
が
あ
っ
て
も
危
険
な
箇
所

は
あ
り
日
々
立
っ
て
い
る
方
が
一
番
感
じ

て
い
る
。
学
校
の
先
生
や
見
守
り
隊
の
方

な
ど
の
声
を
聞
き
、
危
険
な
箇
所
の
マ
ッ
プ

を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
で
特
に
見
守
り

が
必
要
な
箇
所
を
抜
粋
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
な
ど
、
通
学
路
の

交
通
安
全
対
策
と
し
て
の
財
源
を
確
保
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

《
支
所
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
で
も
高
齢
化
が
進
む
中
、

支
所
は
西
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

①
支
所
で
行
え
る
業
務
内
容
と
利
用
状
況

は
。
②
長
寿
命
化
対
策
へ
の
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁
　
①
令
和
7
年
度
の
主
な
取
扱

件
数
は
、
住
民
異
動
届
が
1,
1
3
9
件
、

印
鑑
登
録
が
5
2
0
件
、
戸
籍
の
届
出

が
4
0
3
件
、
証
明
書
の
発
行
が

1
4
,
0
4
3
件
、
収
納
業
務
が

1
2,
8
3
6
件
と
な
っ
て
い
る
。
②
現

段
階
で
は
長
寿
命
化
対
策
と
い
っ
た
整
備
を

行
う
予
定
は
な
い
。

●
質
問　
4
0
3
件
も
の
届
出
が
あ
る
戸
籍

の
届
出
受
付
業
務
は
、
令
和
8
年
10
月
1
日

か
ら
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
民
課
へ
集
約

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
は
、
今
進
め
ら
れ
て
い
る

「
書
か
な
い
、待
た
な
い
、行
か
な
く
て
よ
い
」

と
い
う
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
と
は

逆
行
し
て
い
る
。
今
後
も
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進

す
る
の
で
あ
れ
ば
、 

市
役
所
機
能
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁
　
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
の
中
で
、

効
率
的
か
つ
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、
Ｄ
Ｘ
化
の
利
便
性
の

向
上
、
業
務
の
効
率
を
図
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

●
要
望　
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
・

業
務
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
市
役
所
機
能

の
分
散
化
を
図
り
、
支
所
機
能
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
ま
た
、

支
所
は
耐
震
性
が
あ
る
と
い
っ
て
も
昭
和

46
年
に
建
て
ら
れ
た
古
い
建
物
。
庁
舎
の

建
替
え
に
多
額
の
お
金
を
か
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
支
所
に
お
い
て
も
市
民
が
便
利
で

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
長
寿
命
化

と
と
も
に
美
装
化
も
含
め
た
対
応
を
し
て

い
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
家
具
転
倒
防
止
対
策
に
つ
い
て
》

●
要
望　

家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
助
成

制
度
を
創
設
し
、
命
を
守
る
対
策
を
進
め
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

こ
と
が
原
因
で
肺
炎
や
感
染
症
を
引
き
起

こ
し
多
く
の
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
事
態
が

発
生
し
た
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
う
え

で
、
市
の
口
腔
ケ
ア
用
品
の
備
蓄
状
況
、

今
後
の
備
蓄
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
現
在
、
口
腔
ケ
ア
用
品
と
し
て

歯
磨
き
用
シ
ー
ト
を
一
定
量
備
蓄
し
て

い
る
。
今
後
避
難
所
生
活
の
質
の
向
上
の

観
点
か
ら
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方
式

に
よ
る
口
腔
ケ
ア
用
品
、
衛
生
用
品
の

備
蓄
を
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　
口
腔
ケ
ア
は
単
な
る
エ
チ
ケ
ッ
ト

で
な
く
、
肺
炎
・
感
染
症
か
ら
命
を
守
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
１
日
も
早
く
具
体
的

な
予
算
化
と
運
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

《
介
護
予
防
施
策
の
充
実
と推

進
に
つ
い
て
》

●
質
問　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
介
護

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
『
介
護

予
防
』
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
鍵
で
あ
る
。

介
護
予
防
促
進
の
た
め
に
、
市
の
取
組
み

の
評
価
及
び
Ａ
Ｉ
・
人
工
知
能
の
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
参
加
し

て
い
る
高
齢
者
は
、
不
参
加
の
高
齢
者
と

比
較
し
要
介
護
状
態
ま
た
死
亡
リ
ス
ク
が

2
分
の
1
と
な
る
結
果
が
で
て
お
り
、

今
後
も
介
護
予
防
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
現
在
進
ん
で
い
な
い
。

●
要
望　

今
年
6
月
に
国
が
打
ち
出
し
た

介
護
予
防
に
対
す
る
大
幅
な
予
算
拡
充
に

対
し
て
、
国
か
ら
最
大
限
の
予
算
を
引
き

出
し
、
介
護
給
付
費
を
抑
制
す
る
戦
略
的

事
業
を
行
う
こ
と
と
、
Ａ
I
を
活
用
し
た

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
計
画
は
国
か
ら

予
算
を
獲
得
す
る
大
き
い
手
段
と
な
る

た
め
、
Ａ
Ｉ
の
積
極
的
活
用
を
強
く
求
め
る
。
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田
中
も
と
か
ず

　
（
自
由
民
主
党
・

 　
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
災
害
時
の
市
民
の
避
難
所
に
つ
い
て
》

●
質
問　

災
害
時
に
は
市
の
指
定
避
難
所

だ
け
に
市
民
が
避
難
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
、
指
定
避
難
所
、

福
祉
避
難
所
の
役
割
は
。
自
治
会
・
自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
は
。
地
域
が
自
主
的

に
避
難
場
所
を
設
け
る
届
出
避
難
所
制
度

の
有
無
は
。

●
答
弁
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
一
部
を

除
き
常
時
開
放
、
指
定
避
難
所
は
一
定

期
間
の
滞
在
、
福
祉
避
難
施
設
は
要
配
慮

者
の
避
難
先
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で

周
知
し
て
い
る
。
自
主
防
災
組
織
に
は

補
助
金
、
訓
練
支
援
、
出
前
講
座
等
を

行
っ
て
い
る
。
届
出
避
難
所
制
度
は
な
い

が
、
自
主
避
難
時
は
市
へ
連
絡
す
れ
ば
物
資

配
付
や
情
報
提
供
を
行
う
。

●
質
問　
制
度
上
の
区
分
が
あ
る
こ
と
と
、

市
民
が
迷
わ
ず
避
難
で
き
る
こ
と
は
同
じ

で
は
な
い
。
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
、

ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
方
、
自
治
会
未
加
入
者

に
も
伝
わ
る
周
知
は
。
ま
た
自
治
会
等
へ

の
実
践
的
な
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
ま
た

届
出
避
難
所
制
度
の
先
進
事
例
調
査
の

考
え
は
。

●
答
弁
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
及
び

転
入
者
へ
配
布
し
、
講
演
会
等
で
も
周
知

し
て
い
る
。
当
市
で
は
25
箇
所
の
避
難
所

を
地
域
支
援
の
核
と
し
て
対
応
し
、
総
合

的
調
査
研
究
し
て
い
る
。

●
要
望　

届
出
避
難
所
の
検
討
は
地
域
が

防
災
力
を
点
検
す
る
機
会
で
あ
る
。
自
治

会
館
、
集
会
所
、
民
間
施
設
等
を
市
が

把
握
し
、
災
害
時
に
物
資
や
情
報
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
を
研
究
す
べ
き
。
防
災
訓
練

や
要
配
慮
者
へ
の
声
か
け
を
、
自
治
会

機
能
の
再
生
と
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に

生
か
す
こ
と
を
求
め
る
。

《
高
齢
者
や
車
椅
子
利
用
者
の移動

に
つ
い
て
》

●
質
問　

福
祉
循
環
バ
ス
は
、
車
椅
子
に

乗
っ
た
ま
ま
乗
車
で
き
る
の
か
。
ま
た
歩
道

の
段
差
や
幅
員
不
足
へ
の
点
検
状
況
を

問
う
。

●
答
弁
　
現
在
の
福
祉
バ
ス
は
車
椅
子
に

乗
っ
た
ま
ま
乗
降
で
き
る
仕
様
で
は
な
い

が
、
手
す
り
、
三
段
ス
テ
ッ
プ
、
電
動
補
助

ス
テ
ッ
プ
、
運
転
手
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
り

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
歩
道
は
市
民

要
望
や
現
場
確
認
を
踏
ま
え
、
市
道
は
可
能

な
範
囲
で
対
応
し
、
府
道
・
国
道
は
道
路

管
理
者
へ
情
報
提
供
し
て
い
る
。

●
質
問　
福
祉
バ
ス
の
利
用
を
諦
め
て
い
る

方
や
最
初
か
ら
利
用
で
き
な
い
と
考
え
て

い
る
方
の
声
は
拾
い
に
く
い
と
思
う
。
福
祉

団
体
へ
の
聞
き
取
り
、車
両
更
新
時
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
性
能
の
検
討
は
。
歩
道
の
段
差
、

凸
凹
、
勾
配
、
幅
員
不
足
、
舗
装
の
傷
み
に

つ
い
て
は
公
共
施
設
・
病
院
・
バ
ス
停
周
辺

等
の
歩
道
の
優
先
確
認
を
求
め
る
が
。

●
答
弁
　
リ
フ
ト
付
き
車
両
は
定
員
減
や

安
全
確
保
な
ど
課
題
が
あ
る
が
、
先
進
市
の

取
組
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。
移
動
支
援
は

庁
内
関
係
各
課
が
連
携
し
て
検
討
を
要
す
る

課
題
で
あ
り
、
歩
道
は
利
用
者
の
多
い
箇
所

に
迅
速
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

●
要
望　
車
椅
子
利
用
者
や
高
齢
者
の
使
い

や
す
さ
を
車
両
更
新
・
運
行
改
善
の
重
要

項
目
に
位
置
づ
け
る
べ
き
。
歩
道
は
通
報

待
ち
で
は
な
く
、
公
共
施
設
、
福
祉
施
設
、

病
院
、
商
業
施
設
、
通
学
路
等
か
ら
優
先

点
検
す
べ
き
。
公
共
交
通
、
道
路
や
歩
道
の

安
全
確
保
、
交
通
弱
者
へ
の
支
援
な
ど
は
、

複
数
の
部
署
に
ま
た
が
る
課
題
。
交
通
行
政

を
総
合
的
に
所
管
す
る
交
通
課
の
設
置
を

求
め
る
。

ま
り
や
ま
百
合
子

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
文
化
財
の
保
存
活
用
と
財
源
の
確
保
》

●
質
問　
歴
史
文
化
遺
産
を
「
見
る
文
化
財
」

か
ら
市
民
・
歴
史
フ
ァ
ン
が
「
支
え
る
文
化

財
」
へ
と
視
点
を
切
り
替
え
る
た
め
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
今
後
の
活
用

方
針
と
、
集
ま
っ
た
資
金
の
運
用
・
使
途

管
理
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁
　
今
後
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
積
極
活
用
す
る
。
余
剰
金
は
ふ
る

さ
と
羽
曳
野
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
積
立
て
、

峰
塚
公
園
歴
史
展
示
室
の
改
修
に
充
当

す
る
。

●
質
問　
「
も
ず
ふ
る
応
援
寄
附
金
」
は

視
認
性
が
低
く
、
決
済
方
法
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
寄
附
ペ
ー
ジ
へ
の
Q
R
コ
ー
ド
・

バ
ナ
ー
表
示
等
、
認
知
度
向
上
と
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
組
を
問
う
。

●
答
弁
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
表
示
は
関
係
部
署

と
調
整
し
、
デ
ジ
タ
ル
決
済
導
入
は
先
進

事
例
等
も
含
め
研
究
す
る
。

●
要
望　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

体
験
型
返
礼
品
の
開
発
な
ど
、
前
向
き
な

検
討
を
要
望
す
る
。

《
公
用
車
・
福
祉
バ
ス
へ
の

企
業
広
告
掲
載
の
現
状
と
促
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

公
用
車
・
福
祉
バ
ス
を
活
用

し
た
広
告
事
業
は
地
域
密
着
型
媒
体
と
し

て
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
が
、
募
集

枠
の
空
き
が
目
立
つ
。
現
状
に
つ
い
て

問
う
。

●
答
弁
　
福
祉
バ
ス
15
枠
中
10
枠
、
公
用

車
20
枠
は
応
募
は
な
く
、
随
時
募
集
中
。

●
質
問　
商
工
会
等
へ
の
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

強
化
と
、
申
請
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
る
利
用
促
進
は
可
能
か
。

●
答
弁
　
広
報
誌
・
ウ
ェ
ブ
・
商
工
会
を

通
じ
た
周
知
強
化
を
図
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
は
調
査
研
究
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　

積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
、
ス
ポ
ッ
ト
掲
載
や
複
数
台

割
引
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
を
要
望
。

《
主
体
性
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
が
重
視

さ
れ
る
昨
今
、
羽
曳
野
市
の
小
・
中
・
義
務

教
育
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
主
体
性

を
育
む
教
育
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁
　
各
校
に
お
い
て
生
徒
が
校
則
見

直
し
に
参
画
。
生
徒
の
意
見
を
契
機
と

し
て
自
販
機
の
設
置
を
実
現
。

●
質
問　

個
別
最
適
化
の
学
習
環
境
に

お
い
て
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢

を
育
む
工
夫
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁
　
小
学
校
で
は
学
び
方
を
自
ら

選
ぶ
探
究
学
習
、
中
学
校
で
は
習
熟
度
に

応
じ
た
課
題
選
択
を
導
入
し
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

も
活
用
し
て
い
る
。
優
れ
た
実
践
を
市

全
体
へ
波
及
さ
せ
、
自
ら
学
び
を
切
り

開
く
力
を
育
ん
で
い
る
。

●
要
望　

大
人
が
敷
く
レ
ー
ル
の
上
を

進
む
教
育
は
、
子
ど
も
の
意
思
決
定
の

機
会
を
奪
う
。
好
奇
心
を
主
体
的
な
学
び

へ
と
つ
な
げ
、
自
ら
問
い
を
立
て
解
決
す
る

力
を
育
む
教
育
の
継
続
を
期
待
。

《
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
た
現
代
社
会
に
お
け
る

公
共
図
書
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
》

●
質
問　

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
の
重
要
性
が
増
す
中
、
読
書
は
論
理

的
思
考
力
の
根
幹
で
あ
る
。
市
民
の
読
書

意
欲
を
高
め
る
取
組
と
、
中
央
図
書
館
の

開
架
・
閉
架
・
電
子
書
籍
の
蔵
書
状
況
を

問
う
。

●
答
弁
　
季
節
イ
ベ
ン
ト
・
お
は
な
し
会
等

の
取
組
で
読
書
意
欲
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

中
央
図
書
館
の
蔵
書
は
約
26
万
3,
0
0
0

冊
（
開
架
約
8
万
7,
0
0
0
冊
、
閉
架

約
17
万
6,
0
0
0
冊
）、
電
子
書
籍
は

1
万
1,
8
2
5
コ
ン
テ
ン
ツ
。

●
要
望　

読
書
環
境
の
充
実
・
利
用
促
進

の
加
速
と
、
計
画
的
な
蔵
書
管
理
の
ス
リ
ム

化
、
お
よ
び
電
子
書
籍
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充

に
よ
る
利
便
性
向
上
を
要
望
。

6
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花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
第
7
次
羽
曳
野
市
総
合
基
本
計
画
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　

第
7
次
羽
曳
野
市
総
合
基
本

計
画
で
の
新
た
な
構
想
や
重
点
施
策
に

つ
い
て
。

●
答
弁
　
社
会
情
勢
の
変
動
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
行
政

ニ
ー
ズ
の
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

考
え
方
を
転
換
し
、
量
に
よ
ら
な
い
質
の

向
上
に
よ
り
、
ま
ち
の
発
展
、
暮
ら
し
や
す
さ

や
幸
福
度
な
ど
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
。

●
意
見　
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
市
民

に
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
幸
福
度
を

最
優
先
に
掲
げ
た
こ
と
、
高
く
評
価
す
る
。

●
質
問　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
け
る
、
新
た
な
計
画
や
誘
導
に
つ
い
て
。

●
答
弁
　
新
た
に
土
地
利
用
の
検
討
で
は
、

駒
ヶ
谷
駅
、
上
ノ
太
子
駅
周
辺
の
産
業
と

住
環
境
及
び
営
農
環
境
。
府
道
八
尾
富
田
林

線
及
び
市
道
羽
曳
が
丘
西
65
号
線
沿
道
の

商
業
、工
業
、流
通
な
ど
多
様
な
土
地
利
用
。

恵
我
ノ
荘
駅
か
ら
野
交
差
点
ま
で
、
支
所

交
差
点
か
ら
松
原
へ
の
沿
道
に
お
け
る
、

土
地
利
用
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
都
市
の
姿

を
見
通
し
、
土
地
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

●
質
問　

具
体
的
に
恵
我
ノ
荘
の
土
地

利
用
計
画
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

の
か
。

●
答
弁
　
道
路
整
備
に
伴
い
沿
道
周
辺

地
域
の
環
境
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
地
元

住
民
の
意
向
も
配
慮
し
、
土
地
利
用
を

図
っ
て
い
く
。

●
意
見　

当
該
地
域
は
、
建
築
制
限
に
際

立
っ
た
格
差
が
あ
り
、
将
来
を
考
え
る
上

で
、
多
く
の
課
題
や
ご
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た

地
域
で
あ
る
。
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
土
地

利
用
計
画
を
図
る
と
言
う
方
針
が
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
心
強
く
う
れ
し
く

感
じ
る
。

清
水
ひ
で
た
だ

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
教
育
D
X
推
進
と
学
び
の
保
障
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
に
は
個
別
最
適
な
学
び
の

土
台
が
あ
る
が
、
自
宅
学
習
が
出
席
扱
い
と

な
る
ル
ー
ル
や
映
像
授
業
が
不
可
欠
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
出
席
扱
い
実
績
と
、

民
間
映
像
授
業
の
導
入
、
市
独
自
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
へ
の
見
解
を
伺
う
。

●
答
弁
　
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
例
は
多
い
が
、

国
の
要
件
を
満
た
す
出
席
扱
い
の
認
定

実
績
は
限
定
的
で
あ
る
。
国
か
ら
詳
細
な

要
件
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
独
自
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
予
定
は
な
い
。
現
場

へ
要
件
を
周
知
し
、
運
用
を
支
援
す
る
。

●
質
問　

要
件
周
知
だ
け
で
は
前
進
は

難
し
い
。
分
か
り
易
い
独
自
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
必
要
。
民
間
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
は

家
庭
学
習
の
充
実
に
繋
が
り
、
教
員
の
負
担

軽
減
に
も
資
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

の
意
向
は
な
い
か
。

●
答
弁
　
策
定
予
定
は
な
い
が
、
既
存

ア
プ
リ
や
ラ
イ
ブ
配
信
等
の
組
み
合
わ
せ

を
研
究
す
る
。
民
間
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
も

他
市
の
事
例
や
費
用
対
効
果
を
研
究
し
て

い
く
。

●
要
望　

映
像
授
業
と
い
う
イ
ン
プ
ッ
ト

の
仕
組
み
が
欠
け
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
育

は
片
輪
走
行
だ
。
結
果
へ
の
執
念
が
問
わ

れ
て
い
る
。
最
高
品
質
の
学
び
が
保
障

さ
れ
る
安
心
感
を
市
民
へ
届
け
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

《
地
域
猫
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問 

野
良
猫
問
題
は
切
実
だ
。
現
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
は
限
界
に
あ
る
。

基
金
に
依
存
す
る
現
状
の
限
界
と
、
近
年

の
進
捗
、
苦
情
対
応
の
課
題
認
識
を
問
う
。

●
答
弁
　
ど
う
ぶ
つ
基
金
と
連
携
し
チ
ケ

ッ
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
直
近
3
年
の

交
付
枚
数
は
令
和
5
年
度
3
4
3
枚
、

6
年
度
1
2
9
枚
、
7
年
度
1
2
5
枚
で
あ

る
。
安
易
な
餌
や
り
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

経
済
的
負
担
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
質
問　

地
域
で
適
正
管
理
す
る
総
合
的

対
策
へ
の
転
換
が
必
要
だ
。
一
般
財
源
を

圧
迫
し
な
い
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
を
活
用
し
、
消
耗
品
や

手
術
費
用
に
充
て
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き

だ
が
、
見
解
を
問
う
。

●
答
弁
　
周
知
啓
発
を
図
り
府
と
も
連
携

す
る
。
費
用
助
成
は
現
在
考
え
て
い
な
い

が
、
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
Ｇ
Ｃ
Ｆ
手
法
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。

●
要
望　

前
向
き
な
研
究
姿
勢
を
評
価

す
る
。
こ
の
問
題
は
官
民
で
街
を
綺
麗
に

す
る
環
境
美
化
政
策
で
あ
り
行
政
改
革
で

あ
る
。
財
政
難
の
本
市
だ
か
ら
こ
そ
、
外
部

の
力
を
呼
び
込
み
解
決
し
て
い
く
。
知
恵

と
工
夫
に
よ
る
地
域
猫
対
策
の
推
進
へ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

《
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
》 

●
質
問　
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
に
は
都
市

構
造
の
強
靭
化
が
不
可
欠
だ
。
新
庁
舎
建
て

替
え
が
進
む
今
、
都
市
空
間
全
体
に
対
し
て

も
防
災
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
新
た
な

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
理
念
や
目
標
、
強
靭
化

の
方
向
性
を
問
う
。

●
答
弁
　
基
本
目
標
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち

の
形
成
」
を
掲
げ
る
。
建
築
物
の
不
燃
化
や

耐
震
化
を
支
援
し
、
防
災
機
能
を
有
す
る

生
産
緑
地
を
保
全
す
る
な
ど
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●
要
望　

不
燃
化
や
生
産
緑
地
の
保
全
が

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
本
市
の
安
全
性
を

高
め
る
上
で
極
め
て
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、

外
堀
が
完
成
し
た
と
評
価
す
る
。
新
庁
舎
と

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
車
の
両
輪
だ
。
庁
舎
が

立
派
に
な
っ
て
も
地
域
全
体
の
防
災
性
が

向
上
し
な
け
れ
ば
真
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
は

達
成
さ
れ
な
い
。
関
係
部
局
が
緊
密
に
連
携

し
、
実
効
性
あ
る
施
策
展
開
を
強
く
要
望

す
る
。

●
質
問　
府
道
郡
戸
大
堀
線
（
バ
ス
通
り
）

の
駅
北
側
か
ら
堺
大
和
高
田
線
へ
の
道
路

整
備
の
明
確
な
見
解
と
考
え
方
に
つ
い
て
。

●
答
弁
　
現
時
点
で
駅
北
側
の
整
備
計
画

は
な
い
。
市
と
し
て
、
毎
年
、
大
阪
府
に

踏
切
区
間
を
含
む
駅
か
ら
府
道
堺
大
和

高
田
線
ま
で
の
北
側
区
間
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
要
望
を
重
ね
、
当
地
域
の

生
活
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
。

●
質
問　

社
会
情
勢
か
ら
、
交
通
安
全

対
策
事
業
な
ど
、
柔
軟
な
手
法
で
の
事
業

化
は
。

●
市
長
　
実
施
す
る
場
合
に
は
、
慎
重
な

判
断
が
必
要
。
今
後
は
、
道
路
拡
幅
の

必
要
性
、
実
現
可
能
性
を
適
切
に
判
断

し
て
い
く
。

●
要
望　

駅
周
辺
の
活
性
化
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
と
い
う
前
向
き
な

姿
勢
を
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
市
民
に

示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
地
域
に
お
け
る市

民
の
幸
福
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
支
所
の
役
割
と
今
後
の
在
り
方
。

窓
口
業
務
と
特
徴
、
そ
し
て
専
門
的
な

手
続
や
相
談
を
可
能
と
す
る
一
体
的
な

リ
モ
ー
ト
型
ス
マ
ー
ト
窓
口
を
設
置
す
べ
き

で
は
。

●
答
弁
　
各
課
業
務
の
取
り
扱
い
、
来
所

者
へ
の
各
種
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
。

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
窓
口
相
談
も
一
つ
の

手
法
で
あ
る
が
、
現
在
の
対
面
で
の
市
民

相
談
の
質
を
維
持
し
、
調
査
を
進
め
て

い
く
。

●
要
望　
早
期
に
リ
モ
ー
ト
相
談
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
第
6
次
総
合
基
本
計
画
の
総
括
に
つ
い
て
。

●
空
家
に
つ
い
て
。

●
減
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
。

●
地
域
に
お
け
る
幸
福
度
の
基
盤
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

●
小
・
中
学
校
に
お
け
る
遅
刻
か
ら
見
え
る

問
題
意
識
に
つ
い
て
。
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《
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
は
焼
却

依
存
か
ら
循
環
経
済
を
実
現
す
る
た
め
、

当
市
で
も
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化

な
ど
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
当
市
で
は

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
を
し
て

い
な
い
が
、
現
在
の
取
組
と
今
後
の
取
組

と
併
せ
て
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
の
計
画

を
聞
く
。

●
答
弁
　
本
市
で
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

可
燃
ご
み
と
し
て
一
括
収
集
し
、
柏
羽
藤

環
境
事
業
組
合
で
焼
却
処
理
を
行
っ
て

き
た
が
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
一
層

推
進
す
る
観
点
か
ら
、
令
和
11
年
度
よ
り

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
商
品
化
を
開
始

す
る
予
定
に
合
わ
せ
て
本
市
も
分
別
収
集

を
行
う
予
定
。
令
和
8
年
度
に
組
成
調
査

を
実
施
、
令
和
9
年
度
以
降
に
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
建
設
に
着
手
予
定
。

●
要
望　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
分
別

収
集
し
、
資
源
の
再
利
用
に
踏
み
出
し
た

の
は
大
き
な
前
進
で
あ
り
、
循
環
型
社
会

形
成
の
た
め
、
市
民
の
意
識
向
上
に
全
力

で
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
強
く
要
望
。

《
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
》

●
質
問　

令
和
3
年
度
特
定
任
期
付
職
員

の
条
例
が
制
定
さ
れ
、
人
材
の
必
要
性
、

選
考
方
法
、
そ
の
都
度
十
分
な
評
価
を

市
民
に
示
し
、
議
会
に
報
告
す
べ
き
と

し
て
き
た
。
①
現
人
数
と
任
期
は
。
②
採
用

の
必
要
性
、
選
考
方
法
、
人
事
評
価
の

報
告
は
。
③
特
定
任
期
付
職
員
も
「
監
」

と
い
う
役
職
に
就
い
て
い
る
が
「
監
」
の

人
数
、
組
織
内
で
の
位
置
付
け
と
役
割
、

ま
た
市
条
例
で
の
規
定
は
。

●
答
弁
　
①
現
在
4
名
で
任
期
は
5
年
が

1
名
、
3
名
が
3
年
で
5
年
を
超
え
な
い

範
囲
で
延
長
で
き
る
。
②
採
用
の
必
要
性
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
の
高
度
な

専
門
知
識
を
有
す
る
外
部
人
材
を
活
用
に

よ
り
事
業
推
進
を
図
る
た
め
。
大
阪
府
退
職

者
予
定
者
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
、
市
長
を

委
員
長
と
す
る
職
員
任
用
試
験
委
員
会
で

選
考
。
勤
務
評
価
は
人
事
評
価
と
事
務
事
業

評
価
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
。
③「
監
」

は
7
名
。
例
規
に
規
定
は
な
い
が
、
高
度
な

行
政
課
題
に
対
応
し
関
係
機
関
と
連
携
・

調
整
を
行
う
役
割
で
特
定
任
期
付
職
員
以
外

は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
特
殊
業
務
職
員
と

し
て
任
用
。

●
要
望　

特
定
任
期
付
職
員
募
集
は
広
く

公
募
し
外
部
委
員
を
入
れ
て
、
さ
ら
に
透
明

性
を
確
保
す
る
こ
と
。
勤
務
評
価
は
十
分
な

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
公
表
し
議
会
へ

報
告
す
る
こ
と
の
明
文
化
を
強
く
要
望
。

《（
仮
）
第
4
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
令
和
10
年
開
設
予
定
の
（
仮
）

第
4
こ
ど
も
園
は
事
業
者
と
公
私
連
携
協
定

を
締
結
し
た
の
か
。
協
定
内
容
は
事
業
者

募
集
、
設
置
条
件
等
が
基
本
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
②
園
児
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

●
答
弁
　
①
公
私
連
携
協
定
は
今
年
度
中
に

締
結
予
定
で
提
示
し
た
条
件
を
遵
守
す
る

こ
と
に
な
る
。
②
開
園
前
1
年
間
で
引
き

継
ぎ
を
受
け
る
職
員
を
確
保
し
軽
里
保
育
園

で
引
き
継
ぎ
を
受
け
る
、
本
市
の
会
計
年
度

任
用
職
員
の
再
雇
用
に
協
力
を
条
件
と
し
て

い
る
。

●
要
望　

市
は
公
立
園
を
統
廃
合
し
民
設

民
営
の
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
と
し
た
。
公
私
連
携
協
定
で
提
示
し
た

条
件
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
る
こ
と
、
何
よ
り

在
園
児
が
負
担
な
く
移
行
す
る
た
め
、
開
園

前
後
の
引
継
ぎ
体
制
を
確
保
し
、
市
の
責
任

と
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
く
要
望
。

古
澤
　
悟
（
公
明
党
）

《
特
別
障
害
手
当
に
つ
い
て
》

●
質
問　

特
別
障
害
者
手
当
は
、
在
宅
で

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
重
度

障
害
の
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
る
国
の
制
度
。

現
在
、
月
額
3
0,
4
5
0
円
が
支
給
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
認
定
基
準
が
複
雑
で

分
か
り
に
く
い
。
令
和
7
年
度
中
の
受
給

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
令
和
7
年
度
の
受
給
者
数
は

1
5
5
人
。
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
制
限
に
よ
る
支
給
停
止
者
が
6
人
、

認
定
基
準
に
該
当
せ
ず
却
下
は
7
人
と

な
っ
て
い
る
。

●
質
問　

申
請
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
の
周
知

活
動
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
毎
年
、
4
月
広
報
に
掲
載
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
も
制
度
の
案
内
。

物
価
変
動
率
に
基
づ
く
手
当
額
の
改
定

時
に
は
、
随
時
サ
イ
ト
の
更
新
を
行
っ
て

い
る
。

●
要
望　

こ
の
制
度
は
、
障
が
い
者
支
援

施
設
、
特
養
、
病
院
、
介
護
老
人
保
健

施
設
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
場
合
は
、

受
給
で
き
な
い
。
一
方
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
な
ど
は
、
在
宅
扱
い
と
な
り
、

要
件
を
満
た
せ
ば
受
給
対
象
と
な
る
。

制
度
を
確
実
に
届
け
る
た
め
に
は
、
各

分
野
が
連
携
す
る
多
職
種
連
携
が
不
可
欠
。

行
政
は
「
待
つ
福
祉
」
か
ら
「
届
け
る
福
祉
」

へ
転
換
し
て
、
こ
の
制
度
を
確
実
に
届
け
る

体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
事
を
強
く
要
望

す
る
。

《
令
和
7
年
10
月
1
日
に
施
工
さ
れ
た

改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
つ
い
て
》

●
質
問　
高
齢
者
、低
額
所
得
者
、障
害
者
、

子
育
て
世
代
な
ど
の
「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
」

か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
こ
の

制
度
が
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
、
そ
し
て

対
象
者
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

●
答
弁
　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
入
居
を

拒
ま
な
い
た
め
の
「
賃
貸
住
宅
の
登
録

制
度
」、「
登
録
住
宅
の
改
修
」、「
入
居
者
の

経
済
的
支
援
」
の
3
つ
の
柱
で
居
住
支
援

を
行
う
。

●
質
問　
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
と
は
。

●
答
弁
　
都
道
府
県
か
ら
指
定
を
受
け
た

社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の

「
居
住
支
援
法
人
」
が
賃
貸
物
件
の
所
有
者

と
連
携
し
安
否
確
認
や
訪
問
等
に
よ
り

見
守
り
な
ど
入
居
中
の
支
援
を
行
う
住
宅

の
こ
と
。

●
質
問　

居
住
支
援
法
人
ど
う
し
の
連
携

強
化
、
情
報
共
有
、
人
材
育
成
等
を
目
的

と
し
た
「
居
住
支
援
協
議
会
」
に
つ
い
て

の
本
市
の
認
識
と
今
後
の
見
解
を
伺
う
。

●
答
弁
　
居
住
支
援
協
議
会
は
、
居
住

支
援
の
課
題
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
が

連
携
協
働
を
図
る
つ
な
が
り
の
場
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
設
置
は
し
て
い
な
い
。
今
後

は
住
宅
関
係
部
署
と
福
祉
関
係
部
署
が

連
携
し
、
必
要
な
支
援
が
円
滑
に
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

●
要
望　

住
ま
い
に
困
窮
す
る
市
民
を

支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
将
来
的
な
需
要
の
増
加

を
見
据
え
居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

《
機
動
班
に
つ
い
て
》

●
質
問　
機
動
班
の
編
成
状
況
、
隊
員
数
、

具
体
的
な
任
務
の
内
容
。

●
答
弁
　
市
職
員
10
名
で
1
班
と
し
て
全

6
班
、
合
計
60
名
の
体
制
。
災
害
が
発
生

又
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
災
害

対
策
本
部
の
要
請
に
基
づ
き
活
動
す
る
。

●
要
望　

機
動
班
の
役
割
を
実
感
し
た
。

職
員
の
安
全
対
策
に
も
十
分
配
慮
し
て

市
民
の
命
と
財
産
、
職
員
の
命
を
守
る

た
め
の
体
制
強
化
に
取
り
組
ま
れ
る
事
を

強
く
要
望
す
る
。
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樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
本
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　

安
全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る

水
道
水
を
安
定
的
に
、
継
続
し
て
使
用

で
き
る
水
道
事
業
が
市
民
生
活
に
お
い
て
、

最
も
大
切
と
考
え
る
。
今
後
羽
曳
野
市
の

水
道
事
業
と
し
て
広
域
連
携
の
あ
り
方
を

含
め
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
統
合
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

●
答
弁
　
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

で
給
水
収
益
の
減
少
、
水
道
技
術
者
の

不
足
、
資
機
材
費
・
薬
品
費
・
人
件
費
・

燃
料
費
の
高
騰
等
が
水
道
事
業
の
経
営
や

水
運
用
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
極
め
市
議
会
と
も
情
報
共
有
を
行
い
、

ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
判
断
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
る
。

●
要
望　

見
極
め
は
重
要
だ
が
課
題
の

深
刻
化
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。
大
阪
広
域

水
道
企
業
団
と
の
統
合
は
経
営
基
盤
の

強
化
や
効
率
化
、
技
術
継
承
に
お
い
て

有
力
な
選
択
肢
で
、
引
き
続
き
検
証
を

迅
速
に
進
め
単
独
経
営
を
維
持
し
た
場
合

と
統
合
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
特
に
市
民
負
担
や
水
道
料
金
へ
の

影
響
を
早
期
に
明
確
に
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
具
体
的
な
方
針
を
打
ち
出
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
で
は
西
浦
幼
稚
園
跡
地
の

教
育
研
究
所
開
設
に
加
え
給
食
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
（
仮
称
）
民
活
に
よ
る
第
4
こ
ど
も

園
の
設
置
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
西
浦

地
区
に
は
西
浦
小
学
校
を
は
じ
め
体
育
館
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
新
た
な
計
画
の
教
育

施
設
を
加
え
る
と
多
く
の
教
育
関
連
施
設

が
集
積
し
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
施
設
間
で

有
機
的
に
連
携
さ
せ
子
育
て
教
育
の
拠
点

と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

こ
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
次
世
代
育
成
に

力
を
注
が
れ
羽
曳
野
の
宝
を
守
り
育
む

百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
町
会
・
自
治
会
運
営
の

総
合
的
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

町
会
と
の
関
わ
り
で
今
後
ど
の

よ
う
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る

の
か
。

●
答
弁
　
町
会
加
入
率
は
10
年
間
で
約

13.
5
％
低
下
し
て
い
る
。
町
会
・
自
治

会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
行
政
と

地
域
が
「
共
に
支
え
合
う
」
視
点
で
持
続

可
能
な
協
力
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

●
質
問　

区
長
及
び
役
員
へ
の
段
階
的
な

新
た
な
支
援
策
と
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁
　
各
種
助
成
制
度
や
手
続
き
方
法

を
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
、

申
請
・
提
出
書
類
の
統
一
化
・
簡
素
化
を

進
め
、
役
員
の
事
務
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。

●
質
問　

若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

●
答
弁
　
若
い
世
代
や
子
育
て
世
帯
の

加
入
促
進
に
向
け
た
動
画
作
成
を
検
討
。

ま
た
、
電
子
回
覧
板
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

等
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
負
担
軽
減
策
を

研
究
す
る
。

●
質
問　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
い
手

確
保
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
相
談
体
制
の
充
実
や
事
務
負
担

軽
減
に
取
組
、
広
報
啓
発
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
活
動
の
魅
力
発
信
を
行
い
、
担
い

手
確
保
に
努
め
る
。

●
質
問　

町
会
・
自
治
会
運
営
の
担
い
手

確
保
や
役
員
負
担
軽
減
に
向
け
、
地
域

活
動
に
参
加
で
き
る
協
力
員
制
度
な
ど
の

新
た
な
仕
組
み
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
防
災
・
見
守
り
・
デ
ジ
タ
ル
支
援

な
ど
、
分
野
ご
と
に
住
民
が
協
力
す
る

仕
組
み
は
有
効
な
取
組
と
認
識
し
て
お
り
、

協
力
員
制
度
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
す
る
。

●
要
望　

町
会
・
自
治
会
や
民
生
委
員
が

抱
え
る
課
題
の
根
底
に
は
、地
域
を
支
え
る

人
材
不
足
と
い
う
共
通
課
題
が
あ
る
。
加
入

促
進
動
画
の
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
を

進
め
、
協
力
員
制
度
や
分
野
別
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
な
ど
、
住
民
が
で
き
る
範
囲
で
地
域

活
動
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

構
築
を
要
望
。

《
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
直
営
方
式
、
指
定
管
理
者
制
度
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
違
い
や

特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁
　
直
営
方
式
は
行
政
が
直
接
運
営

す
る
手
法
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
や

Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
民
間
の

資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
効
率
化
を
図
る
手
法
で
あ
る
。

●
質
問　
P
P
P
／
P
F
I
や
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、利
便
性
向
上
や
利
用
者
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
経
済

の
活
性
化
等
が
期
待
で
き
る
。

●
質
問　

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
導
入
に

よ
る
効
果
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

●
答
弁
　
人
口
10
万
人
規
模
の
自
治
体
で
は

導
入
に
適
し
た
施
設
は
限
定
的
で
あ
る
が
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
優
先
的
検
討
方
針
に

基
づ
き
、
最
適
な
官
民
連
携
手
法
を
検
討

し
て
い
く
。

●
質
問　
ス
モ
ー
ル
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
対

す
る
本
市
の
認
識
は
。

●
答
弁
　
遊
休
公
共
施
設
や
地
域
資
源
に

民
間
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
や
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る

手
法
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
研
究
を

進
め
る
。

●
要
望　

今
後
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
や

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
行
政
だ
け
で
な
く
民
間
や
地
域
の
力
を

活
か
し
た
施
設
活
用
が
重
要
で
あ
る
。
ス
モ

ー
ル
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
民
間
提
案
制
度

な
ど
も
活
用
し
、「
財
政
負
担
の
軽
減
」

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
地
域
活
性
化
」

を
両
立
す
る
羽
曳
野
市
ら
し
い
官
民
連
携

モ
デ
ル
の
構
築
を
要
望
。

施
策
を
推
進
さ
れ
て
い
る
市
長
に
考
え
を

聞
く
。

●
市
長
　
西
浦
地
区
で
は
こ
の
間
、
公
共

施
設
跡
地
を
活
用
し
た
整
備
が
進
ん
で

お
り
、
子
育
て
・
教
育
環
境
と
し
て
も

地
域
に
立
地
す
る
各
施
設
を
資
源
と
し
て

活
用
し
、
農
地
を
含
め
た
水
と
み
ど
り
の

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

が
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
の
有
効
な
活
用

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
考
慮
し
な
が
ら

西
浦
地
域
の
活
性
化
に
向
け
引
き
続
き

地
域
の
皆
様
と
共
に
検
討
を
重
ね
て
参
り

た
い
。

●
要
望　

教
育
研
究
所
の
開
設
に
加
え
、

周
辺
で
は
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
の
、

第
4
こ
ど
も
園
の
整
備
計
画
も
進
ん
で
る

が
、
こ
れ
ら
は
個
別
バ
ラ
バ
ラ
に
整
備
さ
れ

る
の
で
は
な
く
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
育
ち
、

学
び
、
自
立
す
る
ま
で
の
一
貫
し
た
サ
ポ

ー
ト
を
物
理
的
、
機
能
的
に
集
約
で
き
る

好
機
で
あ
る
。
単
な
る
施
設
の
集
約
で
は

な
く
子
育
て
教
育
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
拠
点
と
し
全
国
に
誇
れ
る
モ
デ
ル

地
区
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
幼
児
教
育
の

拠
点
と
教
育
相
談
・
支
援
の
拠
点
を
連
携

さ
せ
る
事
で
、
幼
少
期
か
ら
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
発
達
支
援
・
教
育
相
談
体
制
の
構
築
が

可
能
に
な
る
。
地
域
住
民
や
保
護
者
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を

併
せ
持
つ
エ
リ
ア
と
し
て
の
空
間
デ
ザ

イ
ン
回
遊
性
の
確
保
や
自
然
豊
か
な
教
育

の
活
用
等
の
検
討
を
要
望
。
こ
の
度
の
一
般

質
問
で
不
登
校
に
関
す
る
質
疑
の
多
さ
に

議
員
の
活
動
の
な
か
で
そ
れ
ら
の
相
談
が

多
い
こ
と
が
明
確
だ
。
改
め
て
行
政
と
し
て

不
登
校
に
関
す
る
対
応
に
し
っ
か
り
と

向
き
合
っ
て
頂
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
市
民
へ
の
情
報
伝
達
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
。
①
郵
便
料
金
の
現
状
。
②
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
代
替
手
段
の
構
築

に
つ
い
て
。
③
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
配
慮

と
確
実
な
情
報
の
担
保
に
つ
い
て
。
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黒
川
　
実

　
（
自
由
民
主
党
・

 　
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
修
学
旅
行
、
遠
足
、
校
外
学
習
や

ク
ラ
ブ
活
動
等
の
送
迎
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
ど
の
よ
う
な
基
準
手
続
き
に

基
づ
き
手
配
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
②
運
行

事
業
者
の
選
定
方
法
や
契
約
は
。
③
運
転

手
の
健
康
状
態
や
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

車
両
の
点
検
状
況
は
。
④
事
故
防
止
の

た
め
の
対
策
は
。

●
答
弁
　
①
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
最

優
先
と
し
法
令
を
厳
守
し
た
適
正
な
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
。
②
国
土
交
通
省
の
許
可

を
受
け
た
正
規
の
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車

運
送
事
業
者
と
直
接
契
約
、
緑
ナ
ン
バ
ー
を

確
認
す
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。
③
バ
ス

会
社
で
な
さ
れ
て
い
る
と
認
識
。
④
生
徒

全
員
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
徹
底
し
引
率
教
員

も
必
ず
同
乗
、
運
転
手
の
体
調
急
変
や
異
変

が
生
じ
た
場
合
早
期
に
気
づ
き
、
注
意

喚
起
や
運
行
の
停
止
を
支
持
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

●
質
問　

①
少
人
数
の
学
校
園
の
送
迎
に

つ
い
て
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
為
つ
ぶ

た
ん
バ
ス
な
ど
市
の
循
環
バ
ス
の
活
用
や

送
迎
費
用
の
補
助
制
度
の
検
討
は
。
②
送
迎

費
用
の
負
担
実
態
や
課
題
に
つ
い
て
調
査

は
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
①
管
理
運
行
上
困
難
で
公
平
性

の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
な
い
。
②
部
活
動

ご
と
に
異
な
り
実
態
把
握
が
困
難
。
実
施

予
定
は
な
い
。

●
意
見
要
望　

教
育
委
員
会
は
各
学
校
園

と
安
全
対
策
の
見
直
し
や
検
証
を
継
続
的

に
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
取
り

組
み
を
お
願
い
す
る
、
当
市
は
今
後
の
部

活
動
の
地
域
展
開
や
合
同
練
習
の
考
え
を

示
さ
れ
た
、
生
徒
の
安
全
面
へ
の
懸
念
に

加
え
、
保
護
者
の
経
済
的
・
時
間
的
負
担

が
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
、
ま
ず
は

校
外
学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
伴
う
送
迎

費
用
や
交
通
費
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
の

実
態
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
助
成

制
度
の
創
設
や
支
援
策
を
検
討
し
て
頂
き

た
い
。
ま
た
本
市
が
運
行
す
る
循
環
バ
ス
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
も
今
後
視
野
に
入
れ
、

さ
ら
に
大
阪
府
に
対
し
て
も
校
外
学
習
や
部

活
動
の
地
域
展
開
、
合
同
練
習
等
に
伴
う

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
制
度
や

補
助
制
度
の
創
設
を
積
極
的
に
要
望
す
る

こ
と
を
お
願
い
す
る
。

《
地
域
猫
に
つ
い
て
》

●
質
問　
地
域
猫
活
動
と
生
活
環
境
の
保
全

を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る
お
考
え
か
、

今
後
の
課
題
は
。

●
答
弁
　
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
決
め
や

空
き
家
管
理
等
の
環
境
美
化
、捨
て
猫
防
止
、

飼
い
猫
の
適
正
飼
養
の
徹
底
、
地
域
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
対
策
が
重
要
。

●
質
問　
公
共
施
設
の
餌
あ
げ
行
為
に
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
の
対
応
は
、
餌
や
り
の

ル
ー
ル
注
意
喚
起
看
板
な
ど
の
対
策
は
。

●
答
弁
　
公
園
内
の
餌
や
り
禁
止
を
周
知

す
る
注
意
看
板
設
置
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
、
周
辺
環
境
へ
の
理
解
を
求
め
餌

や
り
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
。

●
意
見
要
望　
地
域
猫
活
動
の
推
進
は
活
動

さ
れ
る
方
へ
の
支
援
と
地
域
住
民
の
理
解
が

必
要
。
ま
た
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
に
は
、
当
市
が
中
心
と
な
り
、
地
域

住
民
、地
域
猫
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

関
係
団
体
な
ど
が
意
見
交
換
で
き
る
場
や

話
し
合
い
の
機
会
を
設
け
、
お
互
い
の
立
場

や
考
え
方
を
共
有
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
も
重
要
。
地
域
猫
活
動
の
推
進

と
生
活
環
境
の
保
全
、
そ
の
両
立
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
当
市
に
は
引
き
続
き
積
極
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

す
る
。

沼
元
さ
え
か

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《（
外
国
籍
）
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
で
も
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
子
ど
も
が
増
加
す
る
中
、
言
葉
の
壁

や
学
校
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
①
日
本
語

指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数
の
推
移
。

②
現
在
の
指
導
員
配
置
、
現
場
の
課
題
。

③
保
護
者
・
世
帯
へ
の
伴
走
支
援
の
現
状

に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁
　
本
市
で
は
日
本
語
指
導
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
が
5
年
前
の
約
3
倍

（
10
カ
国
以
上
）
に
増
加
し
、
19
名
の
講
師

を
配
置
し
て
対
応
し
て
い
る
。
同
時
期
の

編
転
入
や
通
訳
確
保
の
課
題
に
対
し
外
部

機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
講
師
を
活
用
し
た

通
訳
や
送
迎
時
の
相
談
な
ど
、
保
護
者
も

安
心
で
き
る
支
援
体
制
に
努
め
て
い
る
。

●
質
問　

支
援
を
特
定
の
善
意
に
頼
ら
ず

持
続
可
能
な
仕
組
み
に
す
る
た
め
、
①
通
常

学
級
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
と
周
囲
の

理
解
促
進
。
②
突
発
的
な
編
転
入
時
の

講
師
の
配
置
基
準
と
体
制
拡
大
の
可
能
性
。

③
希
少
言
語
へ
の
対
応
と
配
布
物
の
多

言
語
化
に
よ
る
教
員
負
担
軽
減
。
④
学
校

全
体
で
の
国
際
理
解
教
育
の
具
体
的
取
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁
　
移
行
は
個
に
応
じ
段
階
的
に

行
い
、
出
身
国
紹
介
等
で
違
い
を
学
ぶ

仕
組
み
を
構
築
。
突
発
時
は
渡
日
間
も

な
い
子
ど
も
の
居
場
所
確
保
を
最
優
先

と
し
、
未
対
応
言
語
に
は
講
師
増
員
も

検
討
。
教
員
の
負
担
軽
減
へ
は
府
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
を
活
用
す
る
。
今
後
も
人
権

教
育
に
注
力
し
、
全
て
の
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
集
団
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
要
望　

本
市
で
は
対
象
児
童
生
徒
の

少
数
散
在
化
が
進
ん
で
お
り
、
地
理
的

特
性
か
ら
も
、
講
師
配
置
の
効
率
化
な
ど

限
ら
れ
た
人
材
を
最
大
限
に
生
か
す
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
個
人
の
善
意
に
依
存

せ
ず
、
誰
も
が
無
理
の
な
い
持
続
可
能
な

教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
体
制

強
化
を
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

《
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る

民
間
活
力
の
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

来
年
3
月
に
指
定
期
間
が
満
了

す
る
「
道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
」
等
の

見
直
し
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
成
果
・
総
括
を
問
う

と
と
も
に
、
民
間
活
力
を
最
大
化
し
持
続

可
能
な
施
設
運
営
を
行
う
た
め
、
成
果

連
動
型
へ
の
移
行
や
仕
様
緩
和
、
指
定

期
間
の
長
期
化
、
物
価
高
を
踏
ま
え
た

加
点
型
評
価
の
導
入
や
増
額
補
正
、
施
設

修
繕
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
担
の
明
確
化
に

つ
い
て
本
市
の
見
解
を
問
う
。

●
答
弁
　
本
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
利
用
促
進
や
コ
ス
ト
縮
減
等
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。
今
後
は
更
な
る
施
設

価
値
向
上
の
た
め
、
道
の
駅
等
で
の
仕
様

柔
軟
化
や
適
切
な
指
定
期
間
を
研
究
し

ま
す
。
ま
た
、
創
意
工
夫
を
反
映
す
る

評
価
や
、
物
価
高
騰
時
の
変
更
協
議
、

適
切
な
リ
ス
ク
分
担
の
検
討
を
継
続
す
る
。

●
要
望　

民
間
事
業
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
生
か
す
環
境
整
備
に
向
け
、
減
点

方
式
の
管
理
を
改
め
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

地
域
貢
献
度
を
正
当
に
評
価
す
る
加
点

主
義
へ
の
転
換
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
既
得

権
益
化
を
防
ぐ
実
効
性
の
あ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
等
も
含
め
た
施
設
ご
と
の

最
適
な
運
営
手
法
の
選
定
基
準
を
早
期
に

確
立
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
一
般
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て
》

●
要
望　
指
定
ご
み
袋
制
度
を
含
め
た
先
進

事
例
の
研
究
継
続
、
ま
た
、
共
同
処
理
を

行
う
柏
原
・
藤
井
寺
両
市
と
の
協
議
に

お
い
て
本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
広
域
的
な
ご
み
減
量
施
策
を
推
進

し
て
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
要
望
す
る
。

10
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行 政 視 察 （ 視 察 先 及 び 視 察 内 容 ）

7 月 7 日
【 奈良県 吉野郡下市町 】
  廃校施設の有効活用について
  ～旧下市南小学校「KITO  forest market shimoichi」～

【 奈良県 宇陀市 】
  廃校施設の有効活用について
  ～奈良カエデの郷「ひらら」～

5 月 25 日
【 東京都 豊島区 】

  豊島区終活あんしんセンター事業について

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

夏
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
、
連
日

ま
ぶ
し
い
陽
光
が
降
り
注
い
で
お
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
連
日
の
厳
し
い
暑
さ
の
な
か
、
く
れ

ぐ
れ
も
熱
中
症
な
ど
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
令
和
８
年

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た

案
件
と
そ
の
議
決
結
果
、
及
び
議
案
等
に

対
す
る
各
議
員
の
賛
否
と
各
常
任
委
員
会

の
委
員
長
報
告
、
ま
た
各
議
員
の
一
般

質
問
の
内
容
を
中
心
に
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
市
議
会
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
て
議
会
開
催
中
の
ラ
イ
ブ
映
像
や
録
画

映
像
、
議
事
録
等
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

紙
面
で
は
載
せ
き
れ
な
い
各
議
員
の
本

議
会
で
の
質
疑
の
全
貌
も
確
認
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
市
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様

に
少
し
で
も
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

樽󠄀
井　
佳
代
子 　
　
　
　
麻
野　
彰
子

清
水　
ひ
で
た
だ 　
　
　
阪
倉　
禎
明

ま
り
や
ま　
百
合
子 　
　
古
澤　
　
悟

石
田　
幸
平

令
和
8
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　
第
3
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら

で
す
。

9
月
1
日
㈫
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

9
月
8
日
㈫
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
9
日
㈬
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
10
日
㈭
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
　
予
備
日

9
月
15
日
㈫
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
16
日
㈬
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
予
備
日

9
月
18
日
㈮
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

9
月
24
日
㈭
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
予
備
日

9
月
25
日
㈮
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

9
月
30
日
㈬
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
・

　
　
　
　
　
　
役
員
選
挙
）

10
月
1
日
㈭
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
2
日
㈮
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に

よ
り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

◆ 民生 産業常任 委員会 ◆ ◆ 総務文教常任 委員会 ◆


